
2019 年度 訪問看護ブログ 

 

令和元年 8 月 30 日（金） 

10 月からの消費税アップにかかる利用料金の変更 

があるので、料金表や同意書などの準備を事務方中心で進められています。この時期、予算

執行の見込みや次年度予算の検討など、やることが目白押しで、自分の抱える業務とも相ま

って、マルチタスク状態。案の定、「今日私、車のらなかったっけ？」さえ、手帳を見て思

い出す始末。大丈夫か!?私！！（笑） 

 

令和元年 8 月 29 日（木） 

スタッフと看取り支援についてディスカッション 

看取りの時のパンフレットをお渡しして説明するタイミングや説明する内容にはじまり、

訪問看護で行う看取り支援の本質について、話し合えました。「今日は良かったです～」と

いうスタッフ。いつもありがとうお疲れさま、出来てるよ、大丈夫。 

 

令和元年 8 月 28 日（水） 

第 2 回みんなのほけんしつ at ねいろ 

今日はなんと利用者さんがタクシーで駆けつけてくださって、排便チェック表をつけた感

想や悩みなども発表され、私も一緒に気持ちの良い排便ができるようにと相談をさせても

らい、またタクシーで帰られました。他にも 4 名のかたと地域包括から保健師さんが 1 名。 

排泄でのちょっとした悩み持ってる方って多いんだなあ。POO 伝ジャー養成がんばろう！ 

  

令和元年 8 月 27 日（火） 

管理職の役割 

っていうのは、スタッフが安心してベストを尽くせるようにする＝スタッフ満足、利用者さ

んも満足、ってとこはプライオリティが高いと思っています！日々いろんなことがありま

すが、管理職である私たち、常にその視点を忘れずにいたいものです！ 

 

令和元年 8 月 2 3 日（金） 

児童館でおまかせうんチッチ！ 

お母さん方とかわいい赤ちゃんたちが参加くださいました！児童館の皆様のご協力もいた

だき、楽しく開催させていただきました～ 

ぷにぷにしたあかちゃんのあしとかうでをさわっていると、副交感神経が優位になり癒さ



れる～・・もちろん、質問もしっかりしてくださったので、相談に乗らせていただきました! 

また行きた～い！！ 

  

 

 

 

 

 

令和元年 8 月 2 2 日（木） 

新しく利用される方の支援の目処をつけるための話し合いは大事 

なので、なるだけ複数であつまり複数の知恵を出し合うようにします。 

電子カルテにしっかりと記載し、看護計画書にケアを落とし込めば OK ! 

でも、忙しくてなかなか・・・・なんですよね～。なんかいい方法ないかしら。 

 

令和元年 8 月 21 日（水） 

ポジティブ事例検討会 

2 チームに分かれて実施。看取り支援の事例をファシリしました。 

やっぱり、ポジティブ事例検討会は事例提供者も参加者も、納得感がちがーう！！ 

次の看護につながる検討会になってます。 

  

 

令和元年 8 月 20 日（火） 

新卒訪問看護師育成に関する説明会（兵庫県看護協会主催） 



2016 年からかかわっている兵庫県新卒訪問看護師育成プログラム。2018 年の完成後初

めての説明会。チラシも作りました。うちの新卒 2 年目ナースと教育担当が登壇しました。

そして、お世話になっている病院の教育担当師長さんも登壇され、参加した教育や看護協会

の方から、新卒で訪問看護はどうかと思っていたが、必要なら背中を押していきたい、看護

観を大切に育てていることがわかった、との感想が。40 名近くの大学、学校、看護師と学

生の出席で大盛況と言っていいと思います。質問もたくさん出、県の担当課長からはぜひ新

卒訪問看護師の推進を、とに力強い言葉も。なりたい人が躊躇せず勧めるよう、次の準備を

進めよう！となりました。 

 

  

 

 

 

令和元年 8 月 19 日（月） 

朝から管理職会議 

次年度予算や介護職処遇改善の話など。RUN 伴に助成を出すそう。たくさんの参加につな

がるといいな～。暑い時の水分補給も気持ちよく続けてもらいたいものです！ 

 

令和元年 8 月 17 日（土） 

人が集まる、育ち、育てるステーション（2019 年度在宅看護連携強化事業 機能強化型

訪問看護ステーション普及セミナー）で話してきました 



ギリギリの準備となったものの、無事に

登壇できました。他のステーションのお

話もとても興味深くてためになりまし

た！参加されている方々は、機能強化Ⅱ

またはⅢを目指す方が多く、うちのよう

な大規模ステーションを目指すところは

なかったのですが、いいとこどりをして

くださいねと伝えました。 

グループワークでは、いろんな悩みや相

談があり、それを聞いて、わがステーショ

ンのみんながそれぞれに頑張ってくれて

いるからこその今、だと改めて感謝。 

 

 

 

令和元年 8 月 15 日（木） 

台風で JR は止まっています 

訪問も午前のみとさせていただきましたが、この文だと大丈夫じゃないのかなあ。 

と思っていたら、私鉄も「突然運休することがあります」、ということで、法人本部からの

指示もしっかり出たので、電車のあるうちに帰ります！ 

 

令和元年 8 月 14 日（水） 

台風が来るらしい 

明日直撃、と言ってます。皆、明日の訪問の調整をしてくれています。去年の 9 月の経験

が生かされているな～と思います。 

 

令和元年 8 月 10 日（土） 

熊本県訪問看護ステーション連絡協議会で暴力ハラスメントの話をさせてもらいました 

初めての熊本！新幹線で 3 時間ほどなんですね。石垣を修

理中の熊本城がすぐそばに見える県医師会館が会場でし

た。訪問看護師だけでなく、医師、県の方、大学の先生な

どたくさんの方が参加されていて、熱心に聞いてくださり

質問もたくさん。そして、今年入った新卒ナースの

恩師の先生が来てくださり、とっても感激しまし

た。管理者の皆さまから誘っていただき、ワイワイ

言いつつ熊本のおいしいものを。初めて辛子蓮根と

馬のたてがみ、をいただきました。楽しかった！ 

 

 

 



令和元年 8 月 8 日（木） 

見える事例検討会 書き手をがんばりました～ 

今日の見え検は、K 先生から事例提供でした。 

関わりの期間も短く、家族背景も複雑な認知症の方を今後どう

支援していくか、参加者みんなで頭をひねりながら意見を出し

合い、何とか解決の手立てが見つかった感じ。 

この「みんなで頭をひねる」＝みんなが考えている

ことをホワイトボードに書き、支援策を引き出して

いって納得感が得られるところが、見え検の醍醐味

だと思っています。 

 

 

令和元年 8 月 7 日（水） 

今年入った新卒ナースと同行訪問しました 

もうすぐ病院実習にはいる「南の島から」（ブログも見てね）の新卒ナー

ス。血糖値測定のある独居の利用者さんの訪問看護を実施するため、同伴

訪問しました。緊張する～と言いながらも利用者さんへの説明や手順も

OK ！普段と違う（いい意味です！）頼もしい姿でした。そのあとの振り

返りでも、しっかり意見を言ってくれていました。実習に行く前に自信に

なったかな。がんばれ！ 

 

令和元年 8 月 7 日（水） 

新卒ナースが「新卒訪問看護師の 24 時間体制に関する困難感と対処」をまとめてます！ 

兵庫県の看護実践研究発表で条件付

き採択を受け、新卒ナースががんば

って書いてくれています。何回も提

出⇔修正、で「訳が分からなくなっ

てきました」ということで、もう〆

切がくる抄録を添削。24 時間オンコ

ール当番の自立にあたって新卒ナー

スたちが感じてきたことをアンケー

トし、カテゴリ分類してくれていま

した。おお～本当にがんばったね！！修正後の文章を見て「何かめっちゃカッコよくなっ

た」とお茶目な感想（笑）。接続詞や文言の配置や言い回しを「研究」らしくしただけで

内容は変わってません。看護協会まで持って行ったそうです。お疲れ様～！！ 

 

令和元年 8 月 3 日（土） 



兵庫県看護協会職能Ⅱ委員会 

今日は 10 月 5 日の「認知症の意思決定

支援に関する交流会」の準備と打ち合わ

せ。委員の間でも、日頃の意思決定支援

に関するモヤモヤや困ったことなど、い

ろんな意見交換ができました。 

「人生の最終段階における医療・ケアの

意思決定に関するガイドライン」に基づ

く支援が推進されると同時に、「認知症

の人日常生活・社会における意思決定支

援ガイドライン」も出ています。10 月

の企画は、あまりまだ知られていないこ

のガイドラインを活用した支援につい

て、専門家に話を聞き、支援者が意見交

換・交流する機会です。たくさん参加し

てくれて、認知症の人の支援を考えるき

っかけにしてほしいなと思っています。 

チラシつくりました！ 

 

 

 

令和元年 8 月 2 日（金） 

児童館で暮らしの保健室決定～！ 

この前、「ねいろ」で保健室をした際の振り返りで、障害の担当課長から「児童館でやっ

てみたら」と言ってくれ、その打ち合わせを担当としました！ 

早速ですが、8 月 23 日（金）に実施することに。 

こどもってうんちの話は好きだから、お母さんと一緒にたくさん来てくれたらいいなあ。 

 

2019 年 7 月 30 日（火） 

転居したナースが訪ねて来てくれました！ 

なつかし～うれしい時間でした！アイスの差し入れまで！若い人たちのことを気にしてく

れていて、それもうれしかったです。 

 

 

2019 年 7 月 30 日（火） 



みんなのほけんしつ at ねいろ 

これまで、市の訪問看護ステーションのネットワ

ーク構築に取り組んできました。そして、今回か

らは念願の「暮らしの保健室」を開始！今回は

POO マスターで学んだことを、「うんち」で悩む

人に届けたい！ということで、うんちの問題を解

決することをテーマに開催。「ねいろ」とは当法

人が持つ障害者の短期入所施設で、そこにある集

会室を使わせてもらいました。準備が遅れたため、

参加者は少なかったものの、個別的な相談があっ

たり、子供さんが参加してくれて、かみしばい方

式の説明を聞いてくれたり。 

私たち専門職の学びの場でもあり、相談してもら

える場でもあり。 

ほんとは、居場所、みたいなところにしたいので

すが、それこそ「場所」が確保できません・・・

が、これからも、第 4 水曜の 10 時か

ら「ねいろ」伝続けていきます！メニ

ューも色々考えていきますので、お楽

しみに～ 

 

 

 

 

2019 年 7 月 29 日（月） 

介護現場におけるハラスメント対策研修を実施しました 

2011 年から取り組んできた暴力ハラスメントの取り組みをきっかけに、県や国の取り組

みが始まり、書籍や研修が行われるようになっています。当法人でもこの研修に取り組むこ

とになり、いつもお世話になっている先生方が西宮に来てくださいました。管理職向けの研

修で、関心の高さをここでも感じました。終了後は慰労会を兼ねて先生と焼き鳥を食べに。

あれこれいろんな話をし、楽しかった～と言い合ってお別れしました。 

 

2019 年 7 月 25 日（木） 

兵庫県訪問看護ステーション連絡協議会幹部会 

今年度から新たに副会長を拝命するとともに、新しい取り組みとして「訪問看護部会」が立

ち上がり、その部会長も拝命しました。今日は向こう 1 年の予定確認と取り組みの方向性

を幹部で相談。前もって考えていたことを持ち寄り活発に意見交換。あっという間に時間が

経っていました。 

理事さん達へのアンケート作成やら、また宿題が増えた（笑）。けど楽しい～ 

 



 

2019 年 7 月 25 日（木） 

兵庫県訪問看護推進会議でした 

今日は 8 月 20 日の「新卒訪問看護師育成に関する説明会」の打ち合わせでした。 

大学や専門学校の先生、学生、看護師などに新卒訪問看護師育成プログラムを知ってもらう

ための初めての取り組み。

まだまだ臨床経験がない

と訪問看護は難しいから

無理、と考える教員が多

くて、新卒者の背中を押

してもらえていないのが

現状ですが、少しずつで

も変わって行けば！うち

の新卒と教育担当専任が

登壇予定です！私は PR

のチラシづくり（泣） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 7 月 2 4 日（水） 

全体研修で JAN ラダーに基づく事例検討会など 

取り組み始めてまる 1 年半。まだまだ効果的活用とまではいきませんが、評価後のフォロ

ー体制を今回からは整えました。スタッフ一人一人の持ち味を最大限に伸ばし、目標に向か

って成長していこうと思える機会になっていると信じて！ 

 

2019 年 7 月 2 3 日（火） 

サンファイバーの説明会を開催しました 

「高発酵性水溶性食物繊維」であるサンファイバーの説明をしに、三重から来てくださいま

した。 



グアー豆を負減量とするグアーガムが主成分で、善玉菌で発酵す

る「水溶性食物繊維」に分類

され、これが発酵すると「や

せ酸」で話題の「短鎖脂肪酸」

を作り、これが超粘膜の修復

をはじめ、腸の機能を高め

る、と知りました。また、サンファイバーはビフィズス菌を増加さ

せる働きがあるそうで、これは絶対飲んでみないと！！ 

 

2019 年 7 月 22 日（月） 

4 年前に新卒として入職した B チームリーダーと久しぶりに面談 

たくましくなったな～と、久しぶりに面談して感じました。今は B チームのリーダーをが

んばっています。将来の展望を見据えてますますがんばれ～。私もできる限りのことを継承

していきますからね(笑) 

 

2019 年 7 月 20 日（土） 

第 10 回阪神在宅 NST 研究会でした（復命に書いたことを載せておきます） 

太田先生も竹内さんも世話人特権で招聘し示唆に富

む話を聞けた。佐々木課長さんと懇意にさせてもら

い知った世田谷事業団訪問サービス課の取り組みは、

当課が 25 年度の訪問看護ステーション多機能化モ

デル事業で取り組んだ内容と理念が同じであり、竹

内さんと話が弾んだ。佐々木課長さんがこの機会を

とても喜ばれたと聞き、同じ志を持つ人が、いそうで

実はあまりいないと知った。今後も情報交換してい

きたい。 

また、太田先生は長年在宅医療に取り組む中で、訪問

看護師が在宅医療の要である、と言い続ける、日本に

おける在宅医療の第一人者で、在

宅医療推進の連合会や国の検討会

等の要職等、非常に多くの要職に

就かれる有名人であり、私は昔か

らのファンの一人でもある。(写真参照 めっちゃ嬉しそうな私) 

太田先生と日常的に協働する看護師がうらやましいが、そうばかりも言っていられないの

で、西宮における訪問看護ステーションをキーとした食支援体制の構築に、継続して取り組

んでいかねばならないとの認識を改めて持つことができた。 

モデル事業での取り組みとその成果は、竹内さんや太田先生が言うような訪問看護ステー

ションを軸にした食支援の展開と重なる内容であり、JASPEN( 日本静脈経腸栄養学会)や

この阪神在宅 NST 研究会でも発表したが、現場での結果や考察の浸透が不十分であったこ

とを反省材料とし、継続して口から食べることと、自然な排泄、この両面をテーマに取り組



んでいく。 

 

2019 年 7 月 1 9 日（金） 

災害システムのデモンストレーションをうけました 

法人に導入するかどうかを決めるため、話を聞きました。大企業が自社で使っていたシステ

ムを災害時に活用したところ、非常に役立つことがわかり、マーケットに出しているそうで

す。おもしろいなあ。 

 

2019 年 7 月 1 8 日（木） 

がんゲノム医療の話を聞きました（兵庫県看護大会） 

県立がんセンターの先生が話して下さった内容は、ほとんど知らないことばかりで、これは

復命をしっかりしないと思いました。最後に先生がおっしゃった「ゲノム医療はとても未成

熟なものであり、現場としてはこれを保険でという気持ちはあるものの、患者の期待は大き

い。一方でメリットがある人は１割であり、落胆する人も多く出る。今後、精度がもっと上

がればメリットを受けられる患者が増えるはず」という言葉が印象的。 

 

2019 年 7 月 17 日（水） 

徳島県看護協会で暴力ハラスメントの予防と対策研修でした 

3 時間の研修で、訪問看護師、地域包括や施設、ケアマネジャーなど多職種の参加をいただ

きました。訪問看護支援センターの看護師さんが前に兵庫県看護協会でお世話になった方

が準備や進行してくださいました。知らなかった本も

紹介してもらいました。皆様の反応もご褒美ですね～ 

 

2019 年 7 月 16 日（火） 

理事長と面談 

今年からの取り組み。担当する訪問看護事業だけでなく法人全体のことについて、課題提起

と提案をしました。 

 

2019 年 7 月 13 日（土） 

兵庫県訪問看護ステーション連絡協議会総会でした 

総会では、今年から訪問看護ステーションから副会長を出すことになる定款変更等、重要議

題がありましたが無事に議決。私はその副会長を拝命しました。 

研修会は、日本看護協会の荒木常任理事より地域包括ケアシステムにおける訪問看護ステ

ーションの役割と題して熱いお話を伺いました。JNA ラダーや日看協の認定制度と特定行

為研修制度、出向制度、Nursing NOW キャンペーンの話など、タイムリーな話題でした。 

 

2019 年 7 月 11 日（木） 

見え検でした 

今日もうちのスタッフが事例提供してくれました。課題を抱え込んでしまいがちなのは、看

護師の傾向として少なくありませんが、見え検では支援者自身が自分音支援の傾向に気付



いて、より効果的な支援に向けて動き出せる効果があると感じています。 

 

2019 年 7 月 10 日（水） 

医療的ケアのある子供さんのカンファレンスに医療機関へ＆リーダー研修 

午前中はスタッフと一緒に大阪まで出向き、カンファレンスに参加。支援者神野情報共有が

でき、課題を共有できて調整が少し進むことになり、ホッとしました。午後は、「訪問看護

ステーションの自己評価ガイドライン」を活用したリーダー研修。教育担当係長が社会人基

礎力と臨床実践能力のチェックリストを在宅向けにアレンジしたものを使って自己評価も

してもらいました。まずは皆の認識の確認から、と思ってます。 

 

2019 年 7 月 9 日（火） 

新卒訪問看護師の病院実習に向けた打ち合わせにうかがいました 

毎年新卒訪問看護師の研修を受けていただいている病院に、今年も実習前の打ち合わせに

うかがいました。去年とは教育担当師長さんや病棟師長さんが変わったので、県の新卒訪問

看護師育成プログラムの説明を含め、細かな話もさせていただけました。ありがたいです。 

 

2019 年 7 月 8 日（月） 

兵庫県訪問看護師・訪問介護員利欲防止対策事業に今年も参加 

今年度第 1 回目の会議。今年も座長を拝命しました。去年お世話になった件の担当課長さ

んが国の方に戻られるとのことで、今年度の取り組みに関する補足で会議後にかなりつめ

た話もできました。 

 

2019 年 7 月 6 日（土） 

兵庫県看護協会合同会議 

6 月に兵庫県看護協会、日本看護協会の総会を終え、今年度の重点事項の説明がありまし

た。県庁からも地域包括ケアシステムにおける看護力の役割と題して講義があり、訪問看護

推進の話を 3 ページ 7 分程に渡り話されました！！私は看護職能Ⅱの委員も今年で 2 期、

通しで 3 年目。なんだか知らない間に頼まれた役割ですが、今年もそんな人が 3 名新たに

委員さんに（笑）。普段、知ることの少ない施設や包括の看護職の役割や悩みなどを話す、

貴重な情報共有の機会にもなっていますよ、とお伝えしました。 

 

2019 年 7 月 5 日（金） 

浜松から見学にお越しでした 

事業協会主催の管理者研修の講師とファシリテータをし、会場から大阪駅まで向かう時間

にいろいろ話をしたら、「同じような悩みを持つ、似たような立場の者同士」という感触を

お互いに持ったことから、こちらにお越しくださいました。 

本当にいろんな話ができ、私も元気になりました。 

 



2019 年 7 月 4 日（木） 

仕事を終えて大阪市中央公会堂へ！ 

若いころ好きだったアーティストがここでライブをするというの

で行ってきました！重要文化財でもあるこの場所には初めて行き

ました。重厚なつくりでさすが～という感じ。 

 

 

2019 年 7 月 3 日（水） 

安井拠点でプレ POO マスター活動！ 

今日はサテライトでのスーパーバイズ日。スタッフの希望に

より、排便の話（POO 活動）の時間になりました。「浣腸・

摘便・下剤ありき」の排便支援から、「ブリストルスケール

4 の便がするっと気持ちよくバナナ 1 以上」を当たり前に

する取り組み。少しずつ進みそうです。 

 

2019 年７月２日（火） 

所長会議、そのあと神大で在宅看護学Ⅰの講義をしました 

毎年恒例の神大での講義。今年も訪問看護現場の話を中心に、地域包括ケアシステムについ

て、学生さんが理解し臨床、現場に出た時に役立ててもらえることを期待しつつ、話しまし

た。80 名のうち、2 割くらいの学生さんがこれまでの講義ではイメージがわかなかったけ

ど、訪問看護に興味が湧いたと書いてくれていました。うれしいύ 

地域包括ケアシステムや国の進む方向がわかった、という記載もたくさんいただきました。

来年からはカリキュラムが変わり、この講義は今年まで。楽しかったです。 

 

2019 年 7 月 1 日（月） 

阪神在宅 NST 研究会のチラシ完成したそうです！ 

業者さん 3 人（！）でお越しでした。今年は 10 回記念

で調整にじかんがかったそうです。社会福祉法人の訪問看

護ステーションが管理栄養士を雇用している世田谷の当

人である竹内さんがきてくださるのと、たっての希望だっ

たアスムスの太田先生が基調講演＆パネルディスカッシ

ョンでコメンテーターをしてくださる、貴重な会になりま

す。医療従事者限定ですが、是非。 

 

2019 年 6 月 28 日（金） 

訪問看護ステーションの自己評価ガイドラインを使って

リーダー教育 

教育担当係長に今考えてもらっているのがこれです。 

うちは 1 チーム 70 名くらいの利用者さんがおられます

ので、リーダーといえどもミニ管理者のような役割が期待されます。が、きちんとした教育



がまだできていない現状ですので、ここを強化して行きます！ 

 

2019 年 6 月 27 日（木） 

法人本部とのヒアリング 

訪問看護事業と認知症初期集中支援事業（認知症支援推進室）、2 事業のヒアリングでした。

懸案事項はだいたいのところ共有し、解決の方向に向かって行けそうだと確認できました。 

 

2019 年 6 月 26 日（水） 

若手ナースからの相談 

だいぶ前の話ですが、ターミナル期の方で、これまで誰にも言えなかった病気のことやこれ

からの心配を、訪問看護師に話してくださるようになってきたので良かったのだけど、こち

らからはどういう言葉をかけたらいいのか、何をしゃべったらいいのか、とても悩む、と。 

何か言葉をかけなきゃ、と思って落ち着かない様子で過ごすよりは、「ここに一緒にいるか

らね」が伝わるようにそこにいることのほうが、その人には安心かもね、ということを話し

ました。 

 

2019 年 6 月 25 日（火） 

ポジティブ事例検討会方法を所長会で振り返りました 

¶ みんなが良かったとの感想。 

¶ 振り返りをどのように残し活用していく？ 

¶ タイトルをつけてボードの写真と一緒に保存する 

¶ リハ・予防特化のステーションでは、リハと一緒に関わった事例がとりくみやすい 

という意見が出ました。 

 

2019 年 6 月 24 日（月） 

訪問看護リハビリたよりに書いたコラムです。 

観察したことは異常がなくてもなぜ書かなくてはならないのか 

「観察、実施したことは記録されていなければしていないことと同じである」これは先日も

皆様にお伝えしています。さらに下記判例からは、適切な観察とアセスメントは社会通念上、

看護師として「できて当たり前」とされ、これがなされていない・していても記録に残され

ていない時に何か起こると私たちに過失が問われる可能性がある、ということを日頃から

重く受け止めておかねばならない、というのがタイトルの答えです。 

今年の 3 月、ある特養でドーナツを食べて意識消失し、その後死亡した件で、業務上過失

致死罪に問われていた准看護師の有罪判決が言い渡され、不当判決として即時控訴してお

り、医療介護業界では非常に注目されています。この判決がなされた材料のひとつが私たち

がよく行う「ヒヤリハット・事故」の検討報告書でした。この事故の事実をシンプルに言え

ば「特養の食堂でおやつの時間帯に集まった 17 人の中の一人 K さんが、配られたおやつ

のドーナツを食べている最中に意識がなくなり座位のままぐったりとしてしまった。この

とっさの異変に発見者も居合わせた者も『ドーナツを誤嚥して窒息?』と誤判断（窒息は立

証されず）し、口内のドーナツ片を書きだした後、吸引したが何も引けず、救命処置を行な



ったが意識回復しないまま病院搬送され 1 か月後に亡くなった」というものです。K さん

の異変がドーナツによるご嚥事故と思い込んでいた准看護師を始め、おやつに関わってい

た介護スタッフ 3 人がその日のうちに反省してヒヤリハット報告書を書いており、1 週間

後にはチーム全体会議で真摯な反省と再発防止策の検討をしています。この内容が「業務上

過失致死」の材料となりました。この取り組みは評価されるべきものですが内容はその中身

であると私は考えます。 

観察としっかりしたフィジカルアセスメントの上振り返り（ex 意識消失が起こる可能性の

ある記載）がなされ、その記録が残されていることが重要であると考えます。 

私たちの医療職としての観察とその記録はそれほどまでに重要なのです。（事故内容はコミ

ュニティケア 2019.6 Volume21/Number06 34 ページより引用） 

 

2019 年 6 月 22 日（土） 

鳥取県看護協会で暴力ハラスメント対応研修をしました 

1 日研修に 20 名ほどが参加くださいました。今年度、 

 

 

2019 年 6 月２１日（金） 

教育担当係長と打ち合わせ 

今年度から、訪問看護ステーションとしてはたぶん全国で初めて教育担当専任の訪問看護

認定看護師を配置しています。たくさんのオーダーもしていますが、一つずつしっかりと対

応してくれています。今日は心不全や ALS 等の観察、ケアの平準化のために整えるべき具

体的内容を話し合うことになっていて、彼女がその取り組みに資する書籍を見つけて来て

くれました。進みますよ～ 

 

2019 年 6 月 20 日（木） 

スーパーバイズで安井事業所へ 

今、安井事業所の管理職は看護協会のファーストレベルに参加しているので、スタッフだけ

の事業所に行ってきました。「昨日のポジティブ事例検討会はどうでしたか？」と尋ねると、

すごく良かった、訪問した人もそうでない人も、みんなでぼろぼろ泣いて検討しました！と

元気よく教えてくれました。事務員さんも「ここにいてもみんなが大泣きしながら検討して

いる様子がわかりました」とニコニコ教えてくれます。いくつかの相談を受けていたら、ス

タッフの娘さんが働く台湾スイーツのお店の人気スイーツをおすそ分けしてもらい、おい

しくいただきました。賑やかで楽しい安井事業所でした。 

 

2019 年 6 月 19 日（水） 

課内の訪問看護リハビリたよりでスタッフが書いていた内容を紹介します。 

6/15( 土)訪問看護ステーションネットワーク西宮主催の「西宮で取り組むアドバンス・ケ

ア・プランニング」の研修に参加しました。アドバンス・ケア・プランニング（ACP ）とは

「人生の最終段階の医療・ケアについて、本人が家族等や医療・ケアチームと事前に繰り返

し話し合うプロセス」のことを言います。研修受けるまでは「事前指示（AD ：アドバンス・



ディレクティブ）やリビングウィル（LW）と何が違うの？」って思っていました。 

AD や LW は、専門職の助言がなくても説明を読めば本人や家族だけで決められます。一方

ACP は、本人の人生の物語を知る医療・ケアチームが本人の価値観や目標(ゴール)をよく

知った上で、それに沿うにはどのような医療・ケアがいいのか考えて提示することで、本人

の希望に最も適した選択をしていきます。ACP の過程で AD や LW や DNR を決めていく

ことになるのです 

ただ、訪問中に本人の大切にしていることを聴くことは、心への侵襲度が高く、聴くタイミ

ングや言葉を慎重に選ぶ必要があり難しいですが、研修で紹介された「もしバナゲーム」を

利用し、自発的にしゃべっていただける場を設定すると聴きやすくなると思いました。また、

ACP には傾聴の技術が大切であり、「だから傾聴が必要なのよ！」と課長の声が幻聴で聞こ

えてきそうでした。 

最後に質問したのですが、ACP は関係性の良いスタッフ一人で行うものではなく、本人に

関わる医療・ケアチームみんなで行い、大切にしていることを聴くことができたら、本人に

確認しチームで共有し繋いでいくことだそうです。 

 

2019 年 6 月 19 日（水） 

全国訪問看護事業協会理事会、総会、研修会、都道府県訪問看護ステーション連絡協議会交

流会 

長年一緒に理事としてやってきた、北海道の土田さんが今回で退任されると聞きました。 

また、訪問看護制度を厚労省時代からけん引してきてくださった、伊藤雅治会長も退任され

ることに。本当におつかれさまでしたとお伝えしたいです。 

研修会と都道府県の交流会では、事業所の自己評価ガイドラインの活用について詳しく話

がありました。WEB での評価も 7 月からはスタッフレベルで可能となるらしく、うちでは

リーダー業務にこのガイドラインを使おうと思っていたので、ちょうどいいかも！自施設

の自己評価をアピールし、選ばれるステーションになっていく事が、ますます求められる、

と改めて感じた一日でした。 

 

2019 年 6 月 1 ８日（火） 

所長会と新卒ナースの振り返り、来客、そして東京への移動日 

とあわただしい日でしたが、無事新幹線に乗り品川到着。山口県で共生型サービスと訪問看

護をされている原田さんと合流してイタリアンで乾杯。これからの訪問看護や共生型サー

ビスをはじめ、起業のことやダンナの扱い（笑）について、夜中までじっくり語り合いまし

た！ 

 

2019 年 6 月 15 日（土） 

訪問看護ステーションネットワーク西宮総会に顧問として出席しました 

去年は欠席したので今年顧問として初めて出席し、挨拶をしました。 

前医師会長で初代顧問の菊池英彰先生が「ネットワークが医師会のように自浄作用を働か

せ、質を高めるようになっていかんとな」という話も紹介しました。 

研修は「もしバナカード」を使った意思決定支援。これはまさしくいつもやっている「傾聴



スキル」がめちゃくちゃ使える、と再発見。相手の方に「すごい」と言わしめたこのスキル。

やっぱり続けて磨かないと。 

 

201 9 年 6 月 14 日（金） 

医療介護事業所のバリアフリー展 

在宅療養相談支援センターが主催し初めての試みとして開催された事業所

PR の会。摂食嚥下や栄養のセミナーも織り交ぜ、大盛況でした。訪問看護

はベテラン別嬪さんナース二人が、認知症初期集中支援事業もブースをだ

しています。のぞきに行き、チラシをそこらじゅうに配布してアピールし

てきました（笑）。そこで会った他ステーションの管理者さん。何年か後に

は 70 歳になるナースの大先輩から聞いた話です。「大阪でサテライトを出してるんだけど、

よそに行ってみたら西宮のすごさがわかったわ」と。どういう意味?と聞くと、「事業団が昔

からあって訪問看護をけん引して地域に定着させた、って言う功績がすごく大きいと思っ

たの。大阪では訪問看護というと、注射とか処置する人、とケアマネも思っていて、なかな

か本来の機能を理解してもらえないから、サテライトももう 4 年ほど経つけどうまくいか

ないのよ。その点、西宮では訪問看護がやりやすいわ。これは事業団がけん引して素地を作

ってきたからだなあって、すごく思っていたの。」わかってくださる方がいたことが嬉しい

です。 

 

2019 年 6 月 13 日（木） 

県立大学最終カンファレンス、夜は見え検で書き手ファシリ 

学生さんと関わることは少ないものの、今回は認知症初期集中支援事業のチーム員会議へ

の同行や、介護者への聞き書きをしてもらったり、というところに関わりました。聞き書き

の文字起こしをしたものは、貴顎者さんに直接お渡しでき、と天の喜んでいただけたとのこ

と。ほんとに素直に、在宅療養や訪問看護のことを捉えてくれていました。是非新卒で来て

ね、と言っておきました。 

夜は見え検で書き手ファシリ。S 看護師に認知症の方の事例を出してもらいましたが、良い

検討ができ良かったです。新卒女子 3 人も来てくれたので、終わってから（9 時過ぎてい

たけどおなかペコペコ）みんなでご飯を食べに行きました。 

 

2019 年 6 月 12 日（水） 

ICT を使って連絡できないのかとの利用者家族からのご相談 

管理と自律のはざまで悩むところですが、うちの事業所で出来るとしたら、新卒や若手スタ

ッフが対外的な連絡をする際、管理職の手直しが不要になった時、ではないかと。 

 

2019 年 6 月 11 日（火） 

POO で教えてもらった「乗助さん」 

この前困っているスタッフと POO の話をし、これを紹介。使ってみたいと本人家族の希望



があったものの、西宮市ではレンタル実績

がないので自費になる、というケアマネさ

んの話に驚き、ネットで調べると近隣の業

者さんがレンタル対象商品として紹介し

ていたので、これを印刷してケアマネさん

に渡す。すぐに動いてくれ、レンタル可能

に。良かった。 

 

 

 

 

 

2019 年 6 月 7 日（金） 

ポジティブ事例検討会を所長会でやってみた 

3 月号の「訪問看護と介護」で見たポジティブ事例検

討会。これを絶対にうちのステーションでやりたい!

とシミュレーションし、資料作り、所長たちに伝え、

私がファシリテータになって事例検討をやってみま

した。所長たちの感想は、 

・楽しい 

・自分で気付いていなかったことに気付いた 

・見え検のファシリで（課長は）慣れているからスムーズにいったけど、自分はファシリで

きるかな？ 

というもので、概ね高評価。さっそく次の拠点別事例検討会「デスカンファレンス」で使っ

てみることに。写真のようにうちの看護実践を可視化する機会です！楽しみ。 

 

2019 年 6 月 6 日（木） 

すこやかケアに西宮市長さんが来られました 

石井登志朗市長が老人保健施設の視察と、事業団の在宅サービスについて話を聞きに来ら

れました。せっかくの機会と思い、いくつかの要望をお伝えしました。検討していただける

といいなあ。 

 

2019 年 6 月 5 日（水） 

４DAS 研修に参加しました 



兵庫県独自の認知症機能訓練システム（兵庫県

4DAS ：フォーダス)研修に参加しました。これは、

認知症の進行を抑えたり、行動・心理症状（BPSD ）

の予防に役立つ身体、認知、生活機能、認知症の行動、

心理症状（BPSD) の 4 つの側面からアセスメントを

行い、対象者を 8 つのタイプ（A ～H）に分類してタ

イプに応じた認知症機能訓練を実施する手法です。

訪問看護のスタッフがこのアセスメントを使い関わ

り方を知ることができると、対応力アップにつながると感じ参加しました。が、入門編だけ

では活用するまでに至らず・・・次の機会（実践編）を狙います。 

 

2019 年 6 月 4 日（火） 

聞き書きを学生さんに実践してもらいました 

県立大学の学生さんが統合実習に来ています。その一人が意思決定支援を目的として、介護

者の話を聞きたい、と言うので、聞き書きの事例を読んでもらいました。意思決定の時には

気持ちのゆらぎがあり、それを表出できることが大事であることがわかったようです。セン

ターに帰ってから、介護者が「話せてよかった」と言ってくれた、いい経験ができた、と嬉

しそう。文字起こしもがんばります、と言って帰りました。楽しみです。 

 

2019 年 6 月 3 日（月） 

認知症初期集中支援事業の意見交換に神戸へ 

神戸市の初期集中支援チームは、前に ICT 導入のために話を聞きに来られた神戸在宅ケア

研究所の K さんがリーダーを担っておられ、この K さんは神戸 POO マスター研修の取り

まとめをして下さっている、というご縁です。神戸モデルの話も聞けて、有意義でした。 

 

2019 年 5 月 31 日（金） 

兵庫県訪問看護推進会議 

今年 1 回目の会議でした。この会議では、24 時間定期巡回随時対応サービスの普及、新卒

訪問看護師育成プログラムの策定をしてきましたが、今年はそのプログラムを育成機関に

広報し、新卒訪問看護師を増やそうという計画です。会議終了後に、8 月にある学校の会議

に配布するチラシの原案を作成しました。 

 

2019 年 5 月 30 日（木） 

私も必死！！ 

当課のステーションは 2 サテライト、1 ステーションの 3 拠点で機能強化型訪問看護ステ

ーションⅠの指定を受けています。エリア別のチーム制は、移動効率を上げ安全性を高める

ことを心がけています。若いスタッフや訪問看護の経験の少ないスタッフが多いことや、日

中は訪問に出ていることが多いので、管理職が対外的な対応をすることも。その時には生半

可な情報では対応できないので、情報を電子カルテのあちこちを見て確認します。ところが、

ある医師から「担当者が直接、連絡をしてこないのか」との申し出。これは意外でしたが、



チーム制を確立し、高度な医師との連携もスタッフが担える体制をつくっていきます。 

 

2019 年 5 月 29 日（水） 

排泄を「後始末ケア」にしないために 

下痢があるからおむつをしてもらったら、という話をスタッフがしていたので、それはない

のでは？と相談に乗り始め、POO で学んだ内容をスタッフに伝えました。その後、緩下剤

中止、水分、トイレへの誘導などでオムツ排泄は回避。排泄のチェック表をつけてもらうよ

うにしました。2 週間後が楽しみ。 

 

2019 年 5 月 28 日（火） 

県警で 1 時間講義をさせていただきました 

制約の多い中、内容を悩みましたが、実際にさまざまなことでお困りの皆さまの、お役に少

しでも立てるよう、原則に沿ったものにするとともに、実技と半々くらいになる構成にしま

した。特に実技の反応は上々。基本に立ち戻ることの重要性は伝わったと思います。 

 

2019 年 5 月 27 日（月） 

病院で 2 回目の退院準備カンファレンス 

皮膚排泄ケアの認定看護師さんにも入ってもらい、実際の医療ケアの流れを確認しました。 

ご本人の手技も問題なく、あとは無事に帰宅されたら訪問看護が開始になります。 

 

2019 年 5 月 25 ，26 日（土・日） 

第 3 ，4 回目の POO マスター養成講座 

残すところ、8 月末の POO マスター認定試験のみになりました！！ 

浣腸摘便のない訪問看護ステーションは、私が目指す「誰もが住み慣れた場所で最期まで過

ごせる地域づくり」にもつながると、心から感じています。アクションプランのタイトルは

「誰もがきもちよくうんちを出せる地域づくり」にしました！POO 伝ジャーを増やし、こ

の夢を実現したい！ 

 

2019 年 5 月 24 日（金） 

徳島県から訪ねて来てくださいました 

徳島で暴力ハラスメント対策の研修をしてほしい、と連絡をもらっていた訪問看護支援セ

ンターの H さん。前は兵庫県の看護協会におられ、協議会関連でつながりが多かった方な

ので久しぶりにお会いして近況報告をし合い、すぐに時間が経っていました。「田舎は良い

ですよ～。ホッとする」って。畑もされているそうです。なんともうらやまし～・・・ 

 

2019 年 5 月 23 日（木） 

午後から事業協会の新任管理者研修グループワークのファシリテータを 

全国訪問看護事業協会の新任管理者研修は、静岡の聖隷事業団の尾田さんが講師をされま

す。とてもやわらかな口調で訪問看護の管理について話をされる尾田さんは、一見私と正反

対ですが、とても気が合う方のお一人。講義終了後、梅田駅に向かうバスを 30 分弱待って



いる間～梅田に着くまでしゃべり通しで、あっという間に時間が経ちました。 

 

2019 年 5 月 22 日（水） 

病院に退院カンファレンスに行きました。午後は全体研修で暴力ハラスメント対応を 

ご自分の医療ケアのことも真摯に向き合われる高齢の方のカンファレンス。 

顔写真も快く了解くださり、初めて伺うスタッフにもイメージが湧きやすくなりました。 

午後は私が講師となり、スタッフ全員に暴力ハラスメント対策についてグループワークで

考えたり、知識習得を図りました。時間がもう少し欲しかったところです。 

 

2019 年 5 月 21 日（火） 

POO で学んだ内容をもとに利用者さんの支援についてディスカッションしました 

スタッフは皆、利用者さんや家族の大変さや辛さを何とかしたい、と必死。でも必ずしも思

うようには事は運びません。私は担当は持たないので、客観性を持って話し合いに参加でき、

必要な支援を引き出すメリットだと思っています。今回の排泄支援の方も、POO マスター

での学びをスタッフに伝え、考えてもらって、ケアを見直すことにつながりました。 

 

2019 年 5 月 20 日（月） 

訪問看護師の離職防止対策 複数名訪問の申請をしようとすると・・・ 

申請したい旨を市の担当部署に連絡すると、「事業所内で何とか対応できないんですか」「実

際に暴力を振るわれたんですか」等々、逆に質問を受けたとサテライト事業所より報告があ

りました。とにかく申請書を仕上げて提出するよう伝え、様子見。対応に驚きました。 

 

2019 年 5 月 17 日（金） 

兵庫県看護協会 職能Ⅱ委員会 

6 月にある総会の打ち合わせと準備に費やしました。総会は、こうした職能委員会（保健師、

助産師、看護師Ⅰ・Ⅱ）と看護協会の職員さんが中心となり、すべての運営を行います。こ

の委員会に参加するまで知りませんでした。 

 

2019 年 5 月 16 日（木） 

認知症初期集中支援チームの事務審査 

委託事業なので事務審査があります。事務方が準備してくださいますので、私は説明をする

のみ。とても穏やかに（？）やりとりがなされ、特段の問題もなく終了。 

 

2019 年 5 月 15 日（水） 

夜は「緩和ケア編 見える事例検討会」その後懇親会でした 



有志チームで見え検の自主練を始め、もう 3 年に

なります。原則月 1 回、行っていますがファシリ

テートは奥が深い。そうした中、京阪神のファシリ

も集まり、実際の緩和ケアの事例について、創始者

である八森先生と大友様により体験しました。創

始者ならではの見事な進行ぶりに感嘆し、質問す

る側も普段足利している人ばかりで、的とツボを

得た質問が繰り広げられました。懇親会も大盛り上がり。何とか緩和ケアファシリ養成の研

修にこぎつけたいところです。 

 

2019 年 5 月 15 日（水） 

傾聴スキルの研修でした 

今回から管理職ばかりのチームで行うことにしました。 

私からは、若手スタッフが「しんどい」という訴えをされる方に対し、「いつもそうで甘え

ているんです」と言ったことに激怒した話。ふだんは受容的に接する私も、これは怒るべき

ところだと思い。しかし、効果的な方法は、「それは誰がそう思っているの？」と返して考

えさせ、しかも、にこやかに返す。うーん。私にはこの場面では無理だなあ。 

 

2019 年 5 月 14 日（火） 

インターンシップに来られました 

ご家族の介護の経験からヘルパー⇒看護師の資格を取り、病院で働いてから訪問看護師を

志望してこられた方です。そういう人を見ると、えらいなあと感心してしまいます。 

経験は浅くても、やる気と誠実さ、謙虚さがあれば何とかやっていけるもんですよ！ 

 

2019 年 5 月 13 日（月） 

事務方と打ち合わせをしました＆市街の病院で退院カンファレンスに参加 

事務方も 4 月から体制と担当者が変わりましたので、その確認のための打ち合わせです。 

請求業務や給与支払い業務が円滑にできるためには、日々の記録や加算情報に漏れや間違

いがないことが前提ですが、間違いゼロというわけになかなか行かない現状です。実現には

仕組みとかシステムとかが大事だと思うので、そうした話です。一応落としどころは見いだ

せた？かな。そのあと、市外の病院で退院カンファレンスに参加しました。 

 

2019 年 5 月 10 日（金） 

認知症初期集中支援チームのチーム員会議 

管理職として関わっていることがほとんどの初期集中支援チーム。会議では司会として支

援者が支援の方向性を確認できるように進行することを心がけています。「認知症」は奥が

深いです。制度も疾患もどちらも。 

 

2019 年 5 月 9 日（木） 

県訪問看護ステーション連絡協議会理事会 



今年度初めての理事会は、7 月にある総会の打ち合わせ。組織改編を行うことを理事会に諮

り、決定しました。平成 14 年から続いている協議会は、10 年弱ほど前に公益社団法人か

ら一般社団法人になりましたが、そのメリットを生かす運営にまでは至っていませんでし

たが、地域で訪問看護ステーションが役割を果たすことが求められる中、これから変わって

いくと思います。 

 

2019 年 5 月 8 日（水） 

4 月に入職したスタッフと振り返り 

とても悩んでいる様子なので、ゆっくりと時間をとって話を聴きました。 

私は統括管理者となってからは、管理職の相談に乗ることがほとんどなので、起こっている

ことより客観的につかむ癖をつけています。スタッフの話をよく聴く時にも、俯瞰して聞け

るように心がけると、その人が抱える問題が見えてきます。そしたら、そこに寄り添って、

一緒に考える事ができるかなあ・・と思ってます。 

 

2019 年 5 月 7 日（火） 

お土産がいっぱい 

みんながお休みに出かけた先で買って来てくれたお菓子がたくさんあります。うれしい～ 

そして、この前訪問した人のことをスタッフと相談。こちらが良かれと思うことも、本人に

するとそう思わないこともあり、その思いを大事にしながら、より楽に排泄してもらいたい

と思っています。が、落としどころが難しい・・・。 

 

2019 年 4 月 30 日（火） 

久しぶりに訪問看護師として訪問しました 

最近、自転車やバイクに乗って同伴していると、スタッフから「自転車に乗れるんですか!?」 

「バイクに乗れるんですか!?」と驚かれますが、私は中免も持っているバイク乗り（もと）。 

排泄のコントロールが必要な方に訪問し、POO マスター講座で学んだことをさっそく生か

して実践。少しずつですが、スタッフへのレクチャーも進めてます。浣腸・摘便という後始

末ケアに頼らず、利用者さんの「気持ちいい」を実現できるステーションへ！ 

 

2019 年 4 月 26 日（金） 

全国訪問看護事業協会 新任管理者研修でグループワークのファシリテータをしました 

それと、今日は歓送迎会でした 

毎年恒例となった、新任訪問看護師研修でのファシリ。 

魅力的な訪問看護とは、というテーマでグループワーク。ただどうしても、日頃の出来事を

話し合ってしまう、というあるあるが起こっていて、ちょっとくらいは良いかと思ってみて

いたら、延々と・・・。なので軌道修正してもらい、無事発表までされていました。頼もし

い。その後、急いで会社の近くの焼肉屋さんに向かい、歓送迎会。歓迎

される側の K さんはやっぱり緊張していましたが、もくもくと食べ飲

んでいました（笑）。みんな集まって、にぎやかで楽しかったです。 

 



2019 年 4 月 25 日（木） 

昨日の朝、看取りの説明をご家族にさせてもらうため、スタッフに同伴訪問しました 

本人と家族が些細なことですれ違い、それを修復できずに来ているものの、残された時間は

そう長くはない、という人に、このタイミングで説明できなければ必ず、家族が後悔すると

考え、一緒に訪問することにしました。結果、行ってよかったです。 

帰りに同行したスタッフが、「訪問看護ってこんなにやりがいがあるんですね」と目を輝か

せていました。このことに気付いてくれて良かった。 

 

2019 年 4 月 24 日（水） 

全体研修で今年の方向性をスタッフ全員に伝えました 

ちょっと気になる、をそのままにせず、とことん突き詰めて解決の手立てを探り、実践する、

もっと主治医と関わりを持ち、治療方針、在宅療養支援の方向性を共有し、利用者様と家族

がより良い状態になる体験ができると、訪問看護の面白みに繋がる、ということが一番伝え

たいことでした。アンケートを見るとポジティブフィードバックが多くて嬉しかった！ 

 

2019 年 4 月 23 日（火） 

ある利用者さんへの関わりについて管理職で話し合いを持ちました 

所長会では年度が変わっての確認事項や方向性など、多くの議題がありました。その後、気

がかりとなっている利用者さんへの対応のあり方を話し合いました。担当者を変更したこ

とでスタッフがモチベーションを下げ、新担当者の対応の未熟さから本人に不安を与えて

いるのでは、というような、書いてしまうとこれだけですが、さまざまに深い問題が横たわ

っていて、繰り返し話し合い、問題をつぶしていくほかないです。こうなる前に、管理職に

何ができたか、の視点も必要であると感じます。 

 

2019 年 4 月 20 日（土） 

POO マスター養成講座を受けています 

すごく興味があったこの講座。神戸でやると聞き、うちの主任も誘って二人で参加。 

今回は自腹ですが、役立つ講座なので効果を見て計画的にスタッフを派遣する研修にして

もいいかもと思っています。さあ！POO マスターになって浣腸・摘便という「後始末ケア」

でなく、「気持ちよく排便できる生活習慣を整えることのできるステーション」を目指しま

す！写真は参加しているみなさん。8 月末まで、励まし合ってマスターを目指す仲間です。 

 
 

2019 年 4 月 1 9 日（金） 

スタッフとカンファレンス 

スタッフも当たり前と言えば当たり前ですが、十人十色。一緒にディスカッションすると、

抱えていた課題に気付き何らかの解決策を見出すスタッフ、リアクションが少なく思いの



表出が苦手なスタッフ。こちらも、考えていることを一人一人に分かる様に伝えるには？と

知恵を絞ります。 

 

2019 年 4 月１８日（木） 

24 時間契約のロールプレイを行いました 

昨日、当番にあたるスタッフが集合し、ロールプレイを実施。機能強化Ⅰに統合しオンコー

ル当番の頻度は減った一方で、対応すべき対象者数は増えており、ここでも電子カルテが役

立っています。今日は 24 時間契約時に説明すべき内容を解説したものを配布し、説明内容

を標準化するとともに、今後一人一人が使えるように説明もしています。質の高い訪問看護

の提供に、オンコール体制は重要な位置づけにあります。 

 

2019 年 4 月１７日（水） 

新卒 1 号と同伴訪問 

いちばん気になったのが言葉づかい。その他にもありましたが超基本事項なので。 

1 人の人間として、相手に向き合うときにどんな人にも恥ずかしくない、ここで働く訪問看

護師としての矜持を持って、人に向き合ってもらいたいなと思います。 

 

2019 年 4 月１６日（火） 

武庫川女子大学から実習のご挨拶にお越しでした 

所長会の初めにお越しくださいました。当初からは実習に来られる方は少なくなりました

が、市内にはすでに 60 か所異常音ステーションができている状況なので、さまざまな経営

運営主体のステーションが教育を担えることは、素敵だと思います。 

 

2019 年 4 月１５日（月） 

医療的ケアのある子供さんが通学できる支援 

これをはじめてから、もう 2 年以上になります。今日はその支援者が集まる会議が病院で

行われました。私は久しぶりに本人に会って大きくなったなあと感激しました。学校も病院

も、もちろん当ステーションのスタッフも、皆がこの子供さんのために汗をかいてます。 

 

2019 年 4 月１２日（金） 

認知症のある方の運転問題、訪問看護でもあります 

看護師が週 2 回訪問し、服薬や生活状況を確認し、ご家族の悩み相談に乗り、家で過ごせ

るようにサポートしています。訪問毎に本人が乗る車を確認すると、新たな傷が。ご家族や

主治医からご本人に免許返納を勧めますが、うまくいきません。強制力がない今の仕組み、

見直さなくていいのかと、いつも釈然としない思いがあります。 

 

2019 年 4 月１１日（木） 

ゴールデンウイークの訪問予定を提出してもらいました 

訪問看護はゴールデンウイークを営業日として対応することになったので、訪問予定の確

認のため、スタッフに予定表を出してもらいました。10 連休とれるのはうちの法人を見渡



しても、ほとんどいないもよう。誰が休めるんだろう（笑） 

 

2019 年 4 月１０日（水） 

県警の方に介護方法の講義をすることに 

当法人のある管理職のつながりから、こうしたことをしてほしい、という話があったんだけ

ど訪問看護で受けられますか？と相談あり。私は頼まれたことは原則断らないことにして

いるので、お引き受けしました。すると今日、打ち合わせにお越しになりました。 

制服を着ていない警察の人は一見普通に見えますが、ガタイがすごい。制約のある中で皆さ

んに使える知識や技術を 90 分でお伝えできるか、甚だ心配ですが頑張ります。 

 

2019 年 4 月９日（火） 

末期の妻を看る夫の苦悩にどう対応する？ 

というのがスタッフの中で課題になっていた様子。 

今度一緒に訪問してみようと思います。 

 

2019 年 4 月８日（月） 

新入職の新卒看護師 K さんへのオリエンテーションをしました 

今日も緊張している新卒 K さん。小論文ではとてもしっかり、すぐれた視点で訪問看護師

として何を大事にするかを論じてくれていました。話した内容について意見を求めると、こ

れまたしっかりした考えを話してくれます。これから楽しみですね。 

 

 

2019 年 4 月 5 日（金） 

電子カルテ 

うちでは記録は電子カルテです。いいところ、そうでないところ、色々あります。 

うちで入れているシステムは、その開発段階から使用しているため、うちの考え方がかなり

内容に反映されています。その会社の資金調達を大きな会社がするかどうかの時、担当者と

大きな会社の人がここに来られ、システムの展望について、聴き取りを受けました。これが

2 回ありました。もちろん利益相反はありません。この 5 年でシステム契約数が 200 カ所

程度だった当初から激増しているようで、記録や訪問看護に必要で記録に残すべき内容や

視点が、多くのステーションに受け入れられたのだと、自信を持ちました。開発責任者で執

行役員のかたが忙しくなりすぎ、なかなか来てもらえなくなりましたけどね～ 

 

2019 年 4 月４日（木） 

現場にも一緒に 

見えてなかった課題が、という話を先日書きましたが、うちの事業所は訪問看護経験が少な

い職員が増え、リーダー的な役割を担うスタッフにとり、その支援だけでは立ち行かないの

だということがわかってきました。今の時期は、質向上に取り組むべき時期であり、収益性

を落とさず、質を上げていけるよう、管理職は動いていく事が求められます。私ももちろん、

現場に行き、新卒スタッフに訪問看護でやるべきことを見せ・魅せたいと思います。 



 

2019 年 4 月 3 日（水） 

日経メディカルより取材に来られました 

病院の経営誌でメジャーなこの雑誌。ここでも在宅での暴力特集を組まれるそうです。 

取材等を受け 9 割方言われるのが、「パワフルですねえ。なんでそこまでやれるの？」 

言われた私は不思議そうにしていると思う（笑）。 

 

2019 年 4 月２日（火） 

今年も新卒看護師が入職しました 

本部で研修をうけていた新人が、今日は初めて配属ステーションに来ました。 

緊張していてガチガチ。4 人目となる新卒訪問看護師です。 

しっかりと育てていきたいと思います。 

 

2019 年 4 月 1 日（月） 

新年度になりました。ブログはこのまま更新していきます。 

去年の 7 月に機能強化型Ⅰ訪問看護ステーションとしてサテライト事業所を再編成し、再

スタートしてから半年以上が経ちました。 

見えていなかった課題が見え、これから 10 年後にあるべき姿に向けて進ます。 

 

 

 

2019 年 3 月 29 日（金） 

人はうつり変わっていく 

うちの新卒第 1 号のスタッフが先日、母校で 1 時間登壇という、すごく良い経験をさせて

いただき、これからの大きな糧になったと思います。ここを出るときにみんなから、「頑張

れ～」「スーツ似合ってるね！」「髪型整えた?」などとイジられつつも激励の嵐を受け、ま

さに「全員で新卒育成」の実現を実感したひと時でした。この準備段階では、いろんなこと

を投げて考えてもらったのですが、ちゃんと彼自身の言葉で彼なりに考えて答えを出して

いました。4 月からは 4 人目の新卒訪問看護師が仲間になります。やってよかった。と本

当に思えます。そして、この取り組みにトライすることを認めてくれた理事長が退職されま

す。訪問看護で実現したいことを後押ししてもらった気がします。長年にわたりありがとう

ございました。 

 

2019 年 3 月 28 日（木） 

自転車に乗って 

新しい利用者さんの初回訪問にスタッフと。それだけでウキウキ。自転車のところにいたら



「課長、自転車に乗れるんですか!?」と 2 人のスタッフから言われ、擦違ったスタッフか

ら「誰かと思った！」と言われ（笑）。久しぶりの自転車は桜の花が咲いているのが見え、

春の気配を全身で受け止め、思わず「気持ちいい!」と叫ぶ私。これ（私はバイク）が毎日だ

った頃は、当たり前のように思っていた景色。たまにだと新鮮Ῠ 

昨日怒ったことに関連したミッションもできたので、次につなげることができましたῨ⁹ 

 

2019 年 3 月 27 日（水） 

認知症初期集中支援事業について市と打ち合わせ＆訪問看護で怒ったこと 

認知症初期集中支援事業はとても順調に 2 年目を終えようとしていますので、人員充実と

知識技術向上の予算をとお伝えし、協議しました。訪問看護で怒ったのは、処置屋さんにな

っていないかというところ。処置はその先の目標達成に向けた支援の一部であることを忘

れてはいけないと思うのです。 

 

2019 年 3 月 26 日（火） 

所長会も今年度最終 

年間予定表を完成させるべく、柱の確認や日程の最終確認をしました。 

次年度は体制変更から 2 年目となり、より一層、良質な看護実践ができるよう、自ら考え

る力を高められるようなメニューを充実させました。管理職でこういうことを相談して決

定できるのも、うちの強みだなあとかんじています。 

 

2019 年 3 月 25 日（月） 

もうはや年度最終週 

このまえ「チコちゃん」で「時間が経つのが早いのはときめかないから」と言っていました。

あっという間に年度末最終週、と思うのはときめいていないから？いやいや、私はいつもい

ろんなことにワクワクしているんだけどなあ・・・。あ。だからかもですね！ 

 

2019 年 3 月 22 日（金） 

新卒訪問看護師第 1 号の成長 

3 年間のまとめを書いているので見てほしいと言われました。また、来週は母校で、兵庫県

での新卒訪問看護師第 1 号として、学生に 1 時間、話をする機会を頂戴し、その準備にも

かかっているようで、その相談に乗りました。 

彼の訪問看護に対する素直な気持ちが出た事例の振り返りになっていて、あとは人に伝わ

る表現になるよう、何度も書き直してもらっています（笑）。がんばれ～ 

 

2019 年 3 月 20 日（水） 

訪問看護ステーションへの教育支援事業 

標記の事業について詳細な話を伺いに、管理者と教育担当と私で行ってきました。機能強化

型訪問看護ステーションとして、地域支援を行う役割がある中で、私たちが担う必要がある

取り組みであると考えています。 

 



2019 年 3 月 19 日（火） 

所長会：24 時間意見交換会のおさらいと今後の取り組みを確認しました 

運用で検討が必要な内容についてなど、細かい所について詰めることができました。 

次年度の体制についても検討予定でしたが、そこまでに行く前に時間切れ。新入職スタッフ

がこの 2 か月ほどで増えたこともあり、4 月の全体研修で再度、ここまでの経緯を共有す

る予定です。 

 

2019 年 3 月 18 日（月） 

災害対策意見交換会 

訪問看護ステーションネットワーク西宮がケアマネ協会や保健所と共催したこの研修に参

加。消防や防災の行政の担当者も複数参加していました。リレー講演では、それぞれの立場

での取り組みの現状が見え、意見交換では、個人レベルでも防災に関する認識を高める必要

性を感じました。また、私は、災害対策の書籍を紹介する役割でも参加しました。 

この書籍は、平成 8 年に阪神淡路大震災を経験した訪問看護ステー

ション（当課も含まれる）の協力のもと、厚労省研究事業でマニュア

ル作成されたものをベースに、ここ数年における全国での大規模災害

を経験した、訪問看護ステーションの管理者が中心となり、内容を見

直したものです。ポイントは利用者への事前対策の支援、スタッフの

災害対策の教育訓練を新たに加えたことです。私が執筆した「スタッ

フ教育」に掲載の教育用ツールは、平成 24 年に西宮市とネットワー

クで取り組んだ内容が掲載されています。訪問看護ステーションのみ

ならず在宅医療、介護に関わるすべての職種に役立つので、ぜひ活用していただきたいです。 

 

2019 年 3 月 16 日（土） 

認知症初期集中支援チーム 全国 WEB 研修 

各地の医師 3 名が自地域の取り組みを WEB で発信されたのち、各会場でのディスカッシ

ョンをする形式での研修会でした。西宮会場では、当法人のチーム員 2 名がチームの特徴

と課題、事例を通した活動を発表後、参加しているサポート医の先生方が自己紹介する流れ。

私もチームの統括責任者としてチーム立ち上げから現在に至るまでの思いを紹介しました。 

多くのサポート医の先生方がこの事業にとても協力的。さらに病院の連携部署の方に、チー

ム員への情報提供についての協力を要請してくださいました。感激～。 

 

2019 年 3 月 15 日（金） 

課課連携研修会 

今回はデイサービスの管理職やナース、老人保健施設の看護・介護職からも複数参加があり

ました。２事例についてどのように課課連携・看看連携をはかればよいかグループで約 15

分ずつ話し合い共有しました。現介護保険制度では、看護師間での直接の情報共有や連携は

評価されていないが、実際の連携ではその効果がお互いに実感でき、事前に問題をつぶせて

いることが明確になりました。ここは要望していく必要があるように感じました。 

 



2019 年 3 月 14 日（木） 

兵庫県訪問看護ステーション連絡協議会理事会 

次年度の協議会のあり方について、前回に引き続き議論しました。兵庫県の協議会は他県と

異なり多団体理事のボリュームがかなりあるのが特徴です。地域包括ケアシステムの中で

は訪問看護ステーションの発展と訪問看護の質向上、人員増加が県でも大きな課題となっ

ています。そうした期待に応える訪問看護ステーションを増やさねばなりませんね。 

 

2019 年 3 月 13 日（水） 

24 時間当番の意見交換会 

やはり、うちのスタッフは素晴らしいと思えた時間でした。自分事として問題をとらえて、 

自分で出来る事、チームでできる事、各拠点でできる事について、各々が真摯に考え、彼ら

なりの答えを導いている様子を、たのもしく垣間見せてもらうことができました。 

 

2019 年 3 月 12 日（火） 

所長会：24 時間意見交換会の準備 

意見交換会に向けた準備として、24 時間当番の柱の確認や、複数いる当番の役割確認に時

間をかけました。今年度、統合したことで担当者が増えたメリットと拠点が異なるスタッフ

が緊急電話を持つことのデメリットを、どう解決していくか。私の中での答えはありますが、

当番をしてくれているスタッフ自身が考え、納得できる会になることを願っています。 

 

2019 年 3 月 9 日（土） 

職能Ⅱ委員会 

6 月の総会に向け、活動報告や計画書、パワーポイントの作成をしました。特に、いくつも

の取り組み報告の文言や形式を合わせる必要があったり、パワーポイントの体裁を合わせ

たり、細かな調整に入っています。お昼休み、「老健施設でヤクルト 400 を導入したら感

染症による入院がゼロになった」ということをきき、すぐに管理職の連絡網に載せました。 

 

2019 年 3 月 8 日（金） 

医療介護連携の ICT ツール 

現場での試用がいくつか開始になったのでとご丁寧におこし下さり、説明してくださいま

した。利用者さんの思いや願いの実現に向け、多職種が情報共有して効果的なケアにつなが

るのに役立つ、そんなツールになればいいですね～ 

 

2019 年 3 月 7 日（木） 

今日は一日看護協会 

午前中は兵庫県の訪問看護師訪問介護員離職防止対策事業 暴力検討会議。 

今年度最後の会議であり、その評価と次年度の取り組みについて協議しました。皆さん、積

極的に意見を出して下さるので、座長として「まとめる力」を磨かなきゃ！（笑）。 

午後は施設代表者会。「地域包括ケアにおける看護提供体制の構築」と題し、日本看護協会

の福井トシコ会長の特別講演がありました。1 時間、100 枚以上のスライドすべてを説明。



スタッフに私が伝えている内容もあったり。パワフルな様子に元気をいただきました。 

 

2019 年 3 月 6 日（水） 

返戻のことや ICT のことや記録のこと・・ 

毎日いろいろなことがあるのはもちろんで、気がかりやしくみの再構築の必要性が、統合と

機能分化によって可視化されたような感じです。しっかり取り組みます。 

 

2019 年 3 月 5 日（火） 

インターンシップの学生さん来訪＆24 時間オンコール当番の意見交換会の進行について 

担当の管理職と話し合いを持ち、当課の 24 時間対応に関する柱を再度確認し、今度行う意

見交換会の流れを確認しました。また今日はうちの新卒採用 1 号の看護師の後輩がインタ

ーンシップに来訪してくれたので、私は訪問看護の魅力や新卒採用について、直接話をしま

した。とても興味を持った様子で、来てもらって良かった～と思います。 

 

2019 年 3 月 4 日（月） 

コミュニティケア 3 月号「訪問看護ステーションが行う地域支援の意義」 

特集に総論を書かせていただき

ました。総論の執筆なんて経験

がないので悩みましたが、ある

時に「これまでやってきたこと

＝地域支援だから、私の考えを

まとめればいい」と考えられ、

一気に書き上げました。今後の

ステーションに望まれる姿、特

に機能強化のことを書いています。貴重な機会をいただき、自分の取り組みをフィードバッ

クすることもできました。感謝です。 

 

2019 年 3 月 2 日（土） 

全国訪問看護事業協会 暴力・ハラスメント対策研修会 

今日 1 日は、どっぷりこの研修。私も自施設の取り組みについて 15 分登壇させていただ

きました。テキストは写真の書籍。会場は満員御礼、研修も大盛況でした。 

事業協会 HP より  関西医科大学看護学部 教授 三木 明子 監修・

著、一般社団法人 全国訪問看護事業協会 編著【内容紹介】スタッフを

守る暴力対策のポイントがわかる 

訪問看護・介護の現場では利用者や家族からの暴力・ハラスメントを「仕

方がない、よくあること」と受け止めて我慢したり、我慢させたりしが

ちで、離職のきっかけともなる。各事業所内の仕組みづくり、対応方法、

研修の進め方を豊富な資料とともに紹介する。 

帰りの新幹線では三木先生、武先生と盛会の喜びをワインで分かち合い

ました（笑）。私は、訪問看護師が暴力・ハラスメントについて立ち戻るものがつくられた



ことにとてつもない喜びを感じます。訪問看護従事者には手に取ってもらいたい 1 冊です。 

 

2019 年 3 月 1 日（金） 

全国訪問看護事業協会 理事会、総会、管理者大会 

管理者大会の特別講演は、事業協会監修「人魚の眠る家」の監督、堤幸彦氏が登壇されまし

た。日本を代表する映画監督で、20 世紀少年、ケイゾク、池袋ウエストゲートパーク、世

界の中心で、愛をさけぶ、TRICK 等々、誰もが知る作品を生んだ方で、ご自身と訪問看護

の関わりに言及されました。シンポジウムは、先進的に医療的ケア児に関わる医師、訪問看

護ステーション、医療的ケア児の保護者が登壇。小児の在宅医療対応の機会は多くはなく、

新しいスタッフが増えていく中、課の柱のひとつとして示し、実践することが必要と改めて

思いました。 

 

2019 年 2 月 2 8 日（木） 

次年度新卒者 合同研修受け入れお礼のご挨拶に 

新卒訪問看護師の卒後教育を受け入れてくださる医療機関の看護部長さんにご挨拶に伺い

ました。その時に、医療機関での新卒受け入れの課題について教えていただきました。貴重

な機会をきちんと生かし、訪問看護師を育成することがこの受け入れをしてくださるのに

報いることだと、改めて感じて帰ってきました。 

 

2019 年 2 月 26 日（火） 

所長会では年度の振り返りを少しずつ・・ 

たくさんの課題があって、解決策の目途をつけ、現場につなげていくのも管理職の役割です。

今回は、以前つながりフェア（西宮市の認知症フェア）で知り合った施設の方から、訪問看

護ステーションでグループホームと連携してくれるところを探している、と連絡があった

件について協議しました。私は父のことがあるので、1 人当番してもいいくらい（笑）。 

 

2019 年 2 月 25 日（月） 

在宅医療介護連携フォーラムに参加 

「在宅医療介護連携を推進するための都道府県及び地方厚生局の支援のあり方に関する検

討委員会」の成果として開催された研修。私はこの検討会委員でもありました。 

医療介護連携事業は市町村の地域支援事業の一つに位置付けられており、そこに都道府県

がどう支援するか、その例が発表されました。検討会は医師が中心メンバーで、日頃私も感

じている課題を、医師たちも同じようにとらえていることがわかりました。たとえば、市町

村は医療の分かる部署がない事により、医療と介護の連携推進が進みにくい事、政令市や中

核市は保健所が市管轄となり、厚生局の関与はあまりない、などです。しかし、連携推進が

市町村の事業である限り、地域差を作らず進めることは必然であり、どうしていくか。コー

ディネイターの役割は重要である、というしめくくりでした。 

 

2019 年 2 月 21 日（木） 

新卒 1 年目のスタッフと面談 



うちでの新卒育成は 3 年目になり、新卒でも訪問看護師として活躍できるという目途が立

ったと感じています。今日の面談では 1 年目の彼女から、同期がいずどこまで何をできれ

ばいいのか、不安だったが JNA ラダーにより可視化されているものがあることがわかった

が、どう活用したらよいのか、と質問がありました。話をしたことで「そういう風に活用す

るんですね、すごく安心しました」と笑顔が。がんばれ～ 

 

2019 年 2 月 20 日（水） 

全体研修で JNA ラダーについて共通理解を 

教育担当の係長は具体的な書き方や活用の仕方を、私からは総論的な内容として、JNA ラ

ダーに取り組む意義について伝えました。長年、訪問看護をしていての悩みは、制度として

は病院から地域につなぐことを評価していても、切れ目ない看護提供を行えるようには

中々なっていないこと。しかしここ数年、地域包括ケアシステム構築に「切れ目ない看護提

供」による「地域完結型医療」の実現が重要視されています。病院と訪問看護ステーション

の看護師が「同じものさし」で看護実践能力を可視化できると、さまざまな可能性を秘めて

いるように思え、ワクワクしている、などと伝えましたが、反応はどうだったかな？ 

 

2019 年 2 月 19 日（火） 

認知症地域推進員さんとオレサポで合同主催研修会 

傾聴の研修会でした。表題のように合同で企画検討した初めての機会。私は企画の際にコン

サル的に「ロールプレイを採り入れたらいいんじゃないかな？」とか、意見を出すくらいの

役割で、あとは皆が準備も進行も非常に効果的にしてくれ、内容がよかったと思います 

 

2019 年 2 月 18 日（月） 

知的障害者の通所施設へ、訪問看護のセラピストがスタッフ支援実施 

甲子園のリハスタッフに協議を任せ、少しずつ話が進んでいるようです。 

こうした課課連携、さらに進むといいな。 

 

2019 年 2 月 16 日（土） 

滋賀県訪問看護ステーション連絡協議会で暴力対策研修 

今日は私が講義する側。2 時間、びっしりと現場で役立つ暴力対策の知識とスキルを伝えま

した。グループワークをたくさん採り入れ、皆さんで考えてもらう時間をとります。皆さん

の反応は予想以上に上々。嬉しい一日でした。 

 

2019 年 2 月 14 日（木） 

統計資料の打ち合わせ＆出張見え検 

午前中は事務方と統計資料について打ち合わせ。事務員さんの負担を減らしつつ、いざとい

うときにも困らないくらいの情報量をデータで持っておきたい。ICT で集計できないもの

も結構あり、難しいです。夕方からは尼崎に出張見え検。書き手ファシリとしての出張でし

たが、打ち合わせ段階で事例提供者さんが、「打ち合わせで疲れた」（笑）から、終わった時

には「これからどうしたらいいのかがよくわかり、大変だったけど引き受けてよかった」と。



よかった～。さすがに遠くて帰ったら 10 時前でした～ 

 

2019 年 2 月 13 日（水） 

ぎっくり腰がよくならない 

あまりに長引くので再度整形外科へ行ってみましたら、「ぎっくり腰は腰のこむら返りだか

ら、筋肉を緩めてよく動くことが一番」という、これまでで最もしっくり、腹に落ちるよう

なクリアな説明をしてくださり、筋弛緩剤とボルタレンが処方され。私もこんな短いセンテ

ンスで核心を突いた説明ができるよう、日々努力せねば。 

 

2019 年 2 月 12 日（火） 

課課連携の打ち合わせ 

デイサービス課長とナース、訪問看護課で打ち合わせの時間を持ち、3 月の会と次年度に向

けた話をしました。看護職ではない上司に看護上の課題やアセスメントを伝えたうえで、必

要なケアをする中、ナースなりの悩みがあることは、私自身が管理職としてそうした経験を

しており、容易に想像できます。縦串と横串、両方で必要な連携や協働をやっていきましょ

う、と話し合いは締めくくられました。 

 

2019 年 2 月 9 日（土） 

「虐待」と「暴力」学びの一日 

午前中は、兵庫医大で BEAMS （Be a Medical Safty - Hub on Child Abuse) 研修を受け

ました。これは、医療機関向け虐待対応プログラムのひとつです。虐待防止は危機対応と育

児支援。看護師の迅速的確な判断が医師の診療を助け子どもを救う事が理解できました。 

子どもの虐待防止は一見、訪問看護とは関連がないようで、実は看護師としての視点では共

通点が多く、暴力対策とも共通点が多いと感じました。制度を知ること、対応の限界を知り

ながら最善を尽くすことで、状況が変わる可能性があることが、改めて学んだことです。 

そのあと、三宮に移動しコードホワイトの事例検討と意見交換。BEAMS 研修に関心を持

つメンバーが多く、資料を送ることにしました。今年度は今回が最後。次年度は年 2 回程

度、事例検討を行う予定です。 

 

2019 年 2 月 8 日（金） 

スタッフの JNA ラダーに関するアンケート 

当課では、JNA ラダーに基づく事例検討から、自らのラダーの目安をつけどのような学習

や体験を強化してラダーレベルを上げるのか、という取り組みにトライしています。スタッ

フのアンケートから、意義が十分に伝わっていない事がわかったので、次の全体研修ではそ

こをしっかり理解できるよう、準備します。 

 

2019 年 2 月 7 日（木） 

インフルエンザ 

今年はインフルエンザが例年以上に蔓延している様子。当課でも各拠点での罹患状況を

日々、共通の書式に記録します。これを 4 拠点で共有し、必要な対策が後手にならないよ



うに。 

 

2019 年 2 月 4 日（月） 

兵庫県立大学 統合実習の打ち合わせ 

初めて県立大学からの実習受け入れをすることになり、担当の先生が説明にお越しでした。

意外にも訪問看護志望の学生さんもいるとのこと。兵庫県新卒訪問看護師育成プログラム

は、県立大学の先生にも多大な協力をいただいたので、こちらがお返しする番ですね。 

 

2019 年 2 月 2 日（土） 

訪問看護ステーション連絡協議会 阪神南圏域ブロック研修会「暴力対策研修」 

コードホワイトで一緒に活動している、関西医科大学の武ユカリ先生から、とても分かりや

すく即役立つ内容で研修してくださいました。私は、冒頭の 10 分ほどでコードホワイトで

の調査研究結果から、兵庫県の離職防止対策につながったこと、その内容を説明しました。

参加者皆が、とても興味を持って積極的にディスカッションしていたのが、印象的でした。

暴力対策がどのステーションでもスタンダードになる。まだまだ、これからです。 

 

2019 年 2 月 1 日（金） 

原稿〆切 

3 月発刊の書籍と雑誌の〆切が短期間で集中しており、家でも四苦八苦。考えを人に伝わる

ように書くのは、いつでもどんな時でも簡単ではないです。 

 

2019 年 1 月 30 日（水） 

管理職の教育体制 

今年度、訪問看護課は拠点を専門分化、統合した変化の年でした。今日の所長会では拠点で

の課題と改善策を検討しました。現場を持ちながらステーションの管理をしないといけな

い管理職。自分自身で問題提起し対策立案できるために、日々のファシリテーションに加え

教育課程への参加が効果的かと感じています。 

 

2019 年 1 月 29 日（火） 

入職希望のナースの面談で 

心洗われるような志を持ったナースとの面談でした。応援したくなります。 

きっと、一緒に働く人たちへいい影響を与えることでしょう。 

一緒に働くのが楽しみです。 

 

2019 年 1 月 28 日（月） 

今日もバタバタ 

朝は県看護協会で暴力対策検討会議、その後 e- ラーニングの説明、最後にインターンシッ

プに来てくれた 2 名の学生さんへ訪問看護課のオリエンテーションと実習を終えてのディ

スカッション、その後兵庫県看護連盟の新年互礼会へ。すると久元市長がインフルにかかっ

たとのことでご欠席でした。お世話になっている方々にご挨拶もでき、良かったです。 



 

2019 年 1 月 25 日（金） 

研修 2 日目 

病院でも全く身体拘束をしないところがあるそうです。金沢大学がそうらしいのですが、何

が違うのかグループで知っている人はいませんでした。興味があるので調べてみよう。また、

今日わかったのは、病院でも本人の思いを知ろう、叶えようとして、家族との調整や主治医

との調整に苦労している、ということ。看護はやはり、患者の擁護者であるのですね。 

 

2019 年 1 月 24 日（木） 

認知症看護加算算定要件の研修に参加 

今日、明日、来週の 3 日間の日程での参加です。今回は病院ナースが中心の研修なのです

が、病院での認知症対応の実際や課題を知る機会にもなると考え、参加しました。講義とグ

ループワークが中心です。算定要件研修とはいえ、多くは未算定であることを知りました。

また参加者から「こんな低い報酬をとってもあまり意味がない」との考えの人もいて、そこ

は単純計算でこんなに収入が違う、となぜか私が説明したり。宿題まで出ました！！！ 

 

2019 年 1 月 23 日（水） 

傾聴スキルフォローアップ研修 

当課の行っている傾聴スキルフォローアップ研修は、傾聴講座の中でも非常に高いスキル

を得ることのできる、レベルの高い研修であると自負しています。かれこれ 3 年になりま

すが、今日は先生からうちの理念、目指すステーション像を確認できるような発言をいただ

き、改めて自分のすべきことを見つめなおせた、とてもよい時間でした。あと、昔私が厳し

く教えた管理職は、今でも私のことを怖いと思っているもよう（笑）。今は優しいですよ♪ 

 

2019 年 1 月 22 日（火） 

ぎっくり腰 

またまた。しかも手持ちのロキソニンがカバンにはいっていない！と叫んでいるとスタッ

フの T さんがなんとわざわざ家にとりに戻って持ってきてくれました・・・涙が出る～ 

 

2 0 19 年 1 月 21 日（月） 

次年度に向けた法人本部との話し合い 

大切な、でもめちゃくちゃ疲れる一日。それがこの日です（笑） 

年がいくにつれ、それまでの交渉や考えのまずさを思い出したり・・・。 

でも！いくつになっても人間は成長すると信じています！自分も人も。 

 

2019 年 1 月 20 日（日） 

県訪問看護ステーション連絡協議会 阪神南圏域研修会 「災害対策」 

平成 24 年に行政と訪問看護ステーションの災害対策の取り組みの内容を紹介するととも

に、阪神淡路大震災の被災ステーションで働いたスタッフと一員として、災害時訪問看護の

話をしました。出席者が少なかったのが残念でしたが、その分グループワークではとても効



果的で実践的な意見交換ができたようでした。私の経験が役に立つならなんなりとやりま

すよ～ 

  

2019 年 1 月 18 日（金） 

バタバタの一日 

朝は就職希望のかたと面接し、昼からは認知症初期集中支援チームのサポート医の先生の

ところで、チーム員会議司会。これも少しずつ参加者皆が納得感のある会議になるよう、運

び方がわかってきました（おそい？）。そして、夕方は厚労省研究事業である在宅での暴力

対策に関するヒアリング。2 名の研究員の方がお越しになり、2 時間ほどヒアリング。最後

に受けた質問は、「やまさきさんはどうしてそんなに暴力対策のみならず、色々なことを考

えて実践につなげられるのですか？」これは間違いなく「周囲のサポートがあるから」です。

聞いたことはマニュアル作成に生かしますと帰って行かれました。 

 

2019 年 1 月 17 日（木） 

ラインケア研修 

当法人では、厚労省が義務化する前にいち早く、ストレスチェックを開始していました。 

管理職が受けるラインケア研修も、いやというほど（笑）受けています。 

今回は初めての講師から、生きづらさを抱える人とのかかわりのことを聞き、とても勉強に

なりました。もっと勉強しないとわからないなあ・・むずかしかったです。 

 

2019 年 1 月 16 日（水） 

4 人の方が来てくださって・・・ 

以前から在宅ＮＳＴでお世話になっているＯＳ１の会社さんで、神戸担当の皆さまが 7 月

の在宅ＮＳＴ研究会の打ち合わせで来てくださいました。長尾先生率いる世話人会に加わ

らせていただき、講師の先生や企画など好きなことを言わせていただいてるのに、どの先生

も嫌な顔一つせず。ありがたい事です・・7 月の企画はスペシャルゲストの予定も抑えられ

たと伺いました。楽しみ♪ 

 

2019 年 1 月 15 日（火） 

兵庫県看護協会 衛星配信研修でラダーのことを話しました 

私も初めての経験でしたが、会場以外に但馬に 50 人、播磨？にも受講者がおられたそうで

す。トップバッターでしたがうちでのラダーの取り組みについて、総論的な内容に加え今後

の展望として、新卒訪問看護師育成のことや、訪問看護の密室性の解決にも役立つ、と言っ

たことを話しました。一緒に登壇した神奈川の急性期病院の部長さんは、新卒訪問看護師の

採用のことを聞けて今日は来てよかった!とのこと。ここでも種まき、成功です。 

 

2019 年 1 月 12 日（土） 

職能Ⅱ委員会 

総会に向けた準備を進めています。今回は、報告書の作成と次年度の取り組みの確認でした。 

他の委員さんと、ああでもないこうでもないとやっていたら、アンケート集計の数の間違い



に気づき、アンケートすべてを見直して集計しなおす、という事態が。設問がわかりにくか

ったこととか、いろんな原因だと思いますが、まずは間違いが見つかってよかったです。 

 

2019 年 1 月 10 日（木） 

今年の手帳のレイアウト 

これまで使っていた手帳カバーが便利で、色々と備忘録みたいにはさんでいたら、どんどん

重くなってしまい、「これはいけない」と軽い手帳に変えました。 

そして、表紙は私の好きな写真に。これがなかなかいい感じ。好きなものがそばにあると、

仕事の合間に心が落ち着く、という経験をしています。 

 

2019 年 1 月 9 日（水） 

今日も面談 

面談の面白い所は、日々だと確認しないようなことを聞く機会になること。 

今日もそんなことがあり、スタッフの「かえし」が面白かった。 

いろんな人がいて、いろんな考え方がある。そんなステーション、いいと思います。 

でもスタンダードを目指すステーションとしての姿勢は変わりません。 

 

2019 年 1 月 8 日（火） 

わかてスタッフの面談 

今日は二人と面談しました。ラダーとＯＪＴ，そして今年の目標を書いて臨んでもらいます。 

それぞれ、看護が好きで、自分の看護力を上げようと努力している様子がわかり、ますます

応援したいと思います。何なりと相談してねって思ってるけど、私に直接は実際はあまりな

いのが残念です。 

 

2019 年 1 月 7 日（月） 

私自身の今年の目標 

年がいってきたからか（笑）、経験が増えてきたからか、職場のスタッフを育てる、見守る、

ということの大切さを、改めてかみしめる日々です。出すぎず、でも後悔しないように関わ

るのって、本当に難しい。 

 

2019 年 1 月 4 日（金） 

仕事始め 

あけましておめでとうございます。 

今年もこのブログの更新を続けていきます。遅れ遅れにならないことが目標です。 

年末年始、24 時間対応をしてくれたスタッフ、おつかれさまでした。 

お正月を家で過ごせること、この大切さを一緒に感じながら訪問看護をしていけたらいい

なと思います。 

 

2018 年 12 月 28 日（金） 

仕事納め 



とはいえ、年内は 31 日まで訪問予定はびっしりあり、年明けは平日となるため訪問が予定

されています。大規模化により 24 時間を持つスタッフは増え、日数も月 3 日ほどで良く

なった半面、電話対応数と訪問数が増えていることが課題。タスクシフトをいかに実現し、

皆が疲弊せずに訪問看護を続けられる体制を、常に模索していく必要があると考えていま

す。皆様におかれましても良いお年をお迎えくださいませ。 

 

2018 年 12 月 27 日（木） 

新たな認定制度説明会 

昨日に続き、今日は日本看護協会の新たな認定制度に関する説明会に参加しました。 

理解できた内容から、新たな認定制度のポイントとして、 

①既存の認定制度の更新は永続的 

②新たな認定制度は特定行為研修が必須 

③その場合、特定行為認定看護師と名乗ることは可能（特定看護師はダメ） 

特定行為研修修了者の、現場での実践報告もとても素晴らしかったです。が、在宅では医療

機関という閉じられた場所と違い、医療機関での取り組みの何倍も、開始にあたっての準備

が必要ではないかと考えています。とはいえ、特定行為研修修了者は 10 万人を目指すと明

言されており、今後の費用や研修施設、E ラーニングや集合研修のスケジューリングなどを

注視していく必要がありそうです。 

 

2018 年 12 月 26 日（水） 

JNA ラダー交流会 

大阪国際会議場で日本看護協会が主催する JNA ラダー交流会に参加しました。1 日かけ

て、現場での実践発表を 11 例聞きました。全国から 440 名もの参加があり、医療機関が

地域包括ケアシステムにどう貢献していけるか、ラダーを通じ模索されている様子が伝わ

ってきました。うち、訪問看護ステーションでの取り組みも 3 例ありとても参考になりま

した。ここ数年、地域包括ケアシステム構築のために、「切れ目ない看護提供」による「地

域完結型医療」の実現が重要視され、病院と地域の連携に対する評価もアップしています。

病院と訪問看護ステーションの看護師が「同じものさし」で看護実践能力を可視化してある

と、連携がスムーズになり、さまざまな可能性を秘めているように思え、ワクワクします！ 

 

2018 年 12 月 25 日（火） 

所長会と新卒者採用試験 

今年最後の所長会。24 時間対応のあり方や統合後のステーション運営、拠点ごとの役割な

どについて、再度確認し合う機会になりました。お昼からはインターンシップに来てくれた

新卒さんの採用試験。とても緊張していた様子でしたが、無事終わりホッとしたときの笑顔

がステキでした。 

 

2018 年 12 月 21 日（金） 

来年度の事業計画〆切日 

でした。ヒアリングが今週初めで、事業計画の〆切がヒアリングを終えた週の最終日。 



ヒアリングで議論した内容をと事業計画に反映させることも大切と思うので。提出日をも

う少しずらしてほしいな～…昼からは看護協会で暴力対策小委員会で事例集の編纂でした。 

 

2018 年 12 月 20 日（木） 

社会福祉士の利用者権利擁護研修で兵庫県の暴力対策について情報提供 

スライドを使って 15 分間で伝えました。 

質問がでたのは「暴力を受けた数の割に、相談窓口への相談件数が少ないのは？」というも

のでした。そう。該当すると思われる行為を「暴力ではないか」と捉えなおすことが難しい

ために、相談が挙がってこないんです。啓発と繰り返し対応を学ぶ機会提供が大事ですね。 

 

2018 年 12 月 19 日（水） 

「ナーシングスキル」に「JNA ラダー」と「意思決定支援ツール」を 

と、いつもアンケートや営業さんに伝えていた所、開発さんから電話が。 

いろんな話をする中で、イメージは伝わったかなと思います。 

ナーシングスキルに実装されると、教育担当の負担が減るだけでなく、スタッフの支援スキ

ルが上がることも期待できます。楽しみです～。 

 

2 018 年 12 月 18 日（火） 

全国国民健康保険診療施設協議会（国診協）の医療介護連携への県民局支援 検討会議 

いつもは大阪で行われる検討会議ですが、今日は名古屋で。自宅から 1 時間半ほどで到着

するので、あっという間です。訪問看護の立場で、具体的な支援のあり方について意見を述

べさせていただきました。総合研究所の研究員の皆様や運営側の皆様のご苦労が、アンケー

ト集計内容からもわかります。訪問看護の力を医療介護連携に、効果的に活用してもらえた

ら、必ず連携は進むと思っています。 

 

2018 年 12 月 17 日（月） 

恒例の決算見込みヒアリング 

私は認知症支援推進室と訪問看護事業、二つのヒアリングに出席。医療職として見えている

ことや課題に感じていることを、法人本部の皆さんに理解してもらうことが大切、と考えい

つも臨んでいます。 

 

2018 年 12 月 15 日（土） 

兵庫県看護協会 職能Ⅱ委員会 

今年最後の委員会は今年度の報告書作成を一気に! 

日頃の訪問看護や地域での課題について、意見交換ができる楽しい時間でもあります。 

さらに、ランチには 10 人皆で協会のそばに新しくできたベトナム料理屋さんへ。ここでも

別の意味でおしゃべりは尽きず。みんなフォーのランチを頼み、おいしくて食べ過ぎたねー

と言いつつ、ベテラン委員さんからの差し入れ「鳴門たい焼き」までいただきました。頭を

働かせたからいいよね! 

 



2018 年 12 月 14 日（金） 

デイサービスとの看看連携研修、その後忘年会。（望年会！） 

3 回目となる研修で、デイサービスの看護師から。「この研修がきっかけになって、本当に

顔の見える連携って大事だなあと思います。ここで直接会って話するから、何かあったら連

絡しようと思うし、相談もできる。ほんとによかった」。こうした意見が聴けただけで、今

日は満足でした。忘年会では、ビンゴの景品として皆で持ち寄った景品のほかに、３つの「課

長賞」を準備。みんなの顔を思い浮かべ、喜んでくれたらいいな～と思いつつ、家からカー

ト引きずって持ってきました。当たったのは課長補佐とチーフ 2 人。幹事は新卒の二人が

がんばってくれました。お疲れ様でした～ 

 

2018 年 12 月 13 日（木） 

県ステーション連絡協議会理事会 

・・・の前に今後のあり方を有志で話し合いました。現場の声を上げることがステーション

の運営を助け、利用者サービスの向上につながる、ということを共有し、今後の協議会のあ

り方を議論できました。あんなに全員が意見を述べ議論した事はあまりなかったのでは。多

職種理事のいる協議会だからできること、なんだか誇りに思えました。 

 

2018 年 12 月 12 日（水） 

わかて研修パート 2  

今日はわかてが複数休んでいて（24 時間対応や土日祝日の出勤調整が重なり）少人数での

研修になりました。24 時間対応について意見交換を所長がした後、何をしたいか希望を聞

くと、暴力対策について話を聞きたい、でした。ちょうど、セクハラ事例があったところだ

ったので、タイムリーに今取り組んでいることを情報提供でき、うちでの対応ルールの確認

もできました。 

 

2018 年 12 月 11 日（火） 

インターンシップに来てくれた学生さん 

7 日に九州からインターンシップに来てくれました。1 人暮らしも大学の時からずっとし

ているそうでとてもしっかりした学生さんでした。病院での就職も視野に説明会に参加し

ていたものの、おばあちゃんの看取りの経験から在宅看護の選択肢を考えるようになった、

というナラティブを教えてくださいました。最初は緊張してカチコチだったのに、うちの新

卒さんと話し訪問してスタッフと話し、管理職と話したあとは、緊張が解け笑顔に。 

「訪問は楽しい」と聞け、目的は達成です。 

 

2018 年 12 月 10 日（月） 

第７回ヘルスケア起業デザイン研究会（helthcare Entrepreneurship design) に参加 

これは、科学技術振興機構(ＪＳＴ)の平成 27 年度新規事業である「世界に誇る地域発研

究開発・実証拠点（リサーチコンプレックス）推進プログラム」に、理化学研究所が中核機

関として兵庫県及び神戸市、大学・研究機関（京都大学、神戸大学、兵庫県立大学等 12 機

関）、企業等（阪急阪神ホールディングス等 31 社・団体）とともに提案した「健康“生き



活き”羅針盤リサーチコンプレックス」が行う研究会に参加しました。今回は、訪問看護ス

テーションのヘルスデータがどのように活用されるか、事業団で導入している ICT の業者

さんがわかりやすく講義されました。 

特に興味深かったのは、訪問看護のデータは在宅サービスでありながら医療データであ

るため、構造化されておりしかもエンドポイントがあるデータなので、付加価値が高いとい

うこと。今後は医療機関でしか行われなかった治験が在宅でも行われるようになる等、訪問

看護のビッグデータ活用が進むとのこと。ひゃーーー。 

 

2018 年 12 月 8 日（土） 

忙しい一日 

朝一から看護協会で、「訪問看護コアカリキュラム」で「社会にも止められる訪問看護サー

ビス」の講義をさせていただきました。80 名ほどの参加者がありほとんどが訪問看護ステ

ーションからの参加者。地域包括ケア病床に訪問看護ステーションを併設しなければなら

ない制度改定があったため、医療機関からも多数参加され、うちの新卒 1 年目ナースも緊

張の面持ちで参加していました。それが終わったら、訪問看護師のための暴力防止検討会

（チームコードホワイト）の定例会に向かいました。ヘルパーさんへのセクハラにケアマネ

がサービス提供をしなければ、と 6 カ所事業所を交代した事例について、1 年かけて作っ

たチェックシートを使って事例検討。チェックシート、とても役立ちそう。 

 

2018 年 12 月 7 日（金） 

教区担当師長さんから伺った、新卒ナースたちの覚悟に感激 

新卒ナースの病院後期実習打ち合わせで病院にうかがいました。教育担当師長さんは、新卒

訪問看護師の医療機関での実習成果を研究されており、うちの新卒ナース達にインタビュ

ーをしてくださったのですが、そのエッセンスを教えてくださいました。 

中でも感激したのは、「3 人ともが、自分は訪問看護師として実習させてもらっていて、病

院の皆さんに訪問看護の役割を知ってもらえるようにしないと、という思いがあった」とい

う話を聞き、すごい人たちだなあ、と思いました、とおっしゃって下さったこと。また、「第

2 のふるさとがあるみたいと言ってくれたのが嬉しい」とも。 

こちらの病院でお世話になることができ、新卒訪問看護師たちはとても幸せだと思いまし

た。 

 

2018 年 12 月 6 日（木） 

ソフトバンクの電波障害！！ 

昼過ぎにスタッフから「課長～タブレットが使えないんです」と訴えが。 

業者さんへの問い合わせで電波障害だとわかりました。以前は災害に備え安否確認リスト

などをペーパーで準備していたのですが、タブレット導入後はしていませんでした。しかし

災害時の電波障害に備え、同様な準備は必須であると実感しました。 

 

2018 年 12 月 6 日（木） 

訪問看護で支えることとは？ 



「お手伝いさせてください」は、私たちの側が何を手伝うか明確にしていないと、足りない

ことをする「だけ」になるおそれがある。私たちが本当にすべきは、利用者さんと家族の真

の思い、願いを知り、それが実現できるために支える、一緒に考えることであり、何かを「肩

代わり」することが目的ではない。このナラティブを考慮しない「●●のための訪問」では

「お手伝いさせてもらう」＝「代わりに何かをする」だけになりがち。 

阪神淡路大震災では、「訪問したくてもできない」なら利用者さんが安心して過ごせるた

めの自律を支援することが一番大事だと身を持って知った。これは、24 年間の訪問看護人

生で最も大切にしていること。 

 

 

 

 

 訪問看護師 

 

 

 

概念図は不得手ですが書いてみました。 

医療的支援や介護的支援だけでは寄り添える幅は少なく、思いや願いを踏まえた支援をす

ると寄り添いの幅が広がり、本人家族さんを支えられる、ということが言いたい図です。 

 

2018 年 12 月 5 日（水） 

私が考えうる限りの利用者さんに一番よい仕組みとは 

社会背景や介護医療改定の流れから行くと、在宅医療を担う訪問看護はキーになります。当

法人にある機能が訪問看護とうまくリンクすれば、在宅療養を始める利用者さんにその時

点でベストだと思われるプランになるはず、という考えはずっと変わっていません。その考

えの柱は、「利用者さんと家族の真の願いを知ってそこを支援したい」という思いだけ。 

 

2018 年 2018 年 12 月 4 日（火） 

医療的ケアのある子供さんが地域で暮らすためのちょっとのお手伝い 

を訪問看護でさせてもらっています。西宮は若年層の人口増加がある希少な地域であり、小

学校も増えています。ということは、医療的ケアを必要とする子供さんも増えるということ。

教育委員会のかたとの意見交換で、仕組み誠意やナース人材確保の悩みなどの相談を伺い

ました。お役にたてるとうれしいです。 

 

2018 年 11 月 30 日（金） 

新卒 2 年目 N さんの面談 

久しぶりにゆっくり話を聞けました。先週、私が対応した新規利用者さんの初回訪問に行っ

てもらい、看護支援の方向性をケアマネや主治医と相談し、見通しを立て記録に残すという

ところをしてくれましたが、これがとても GOOD 。他にも支援のちょっとした悩みやハテ

ナと思うところへの対応も素晴らしかったので、「それでいいんだよ」を伝えました。彼女

 

 

 

 

 

 

 

 



自身は、後輩新卒ナースに教えられることが多いと同時に、年の近い臨床経験のある先輩ナ

ースからアドバイスがもらえることが役立っている、などなど、イキイキと話してくれまし

た。頼もしいな～と思います。 

 

2018 年 11 月 29 日（木） 

事業所自己評価ガイドライン普及のための講師養成研修 

去年の在宅医療高度人材育成事業 訪問看護講師人材養成研修のフォローアップ研修とし

て行われました。午前は研修を受けての実践報告、午後がガイドライン普及に関する研修で

した。兵庫県は看護協会が暴力対策の取り組みを報告。私は質問対応のサポートをしました。 

研修全体としても活気があり、内容も充実。とても元気になれる研修会でした。まずは自法

人のステーションでガイドラインについて理解を深める研修をせねば。 

 

2018 年 11 月 28 日（水） 

事務員さんに担ってもらう新たな業務 

訪問看護では、初回訪問が肝になります。実際に訪問すると、一気に入る情報量が増えます

が、それを効果的に整理し、この人が安定した在宅療養を継続するために必要な手立てを、

優先順位を考慮しつつ組み立て、まずの支援の方向性を決めます。その時に膨大な記録をす

る必要があり、ナースの負担になっていました。そこで、ナースの資格を持つ事務員さんに

カンファレンス等の時にチームに入ってもらい、記録をしてもらおうと、少しずつ具体を進

めています。このブログを見て入職してくれたので、訪問看護で目指したいことも理解して

くれていますので、そこはこの人の強みとなっています。目標は、ケアチームの一員として

支援の方向性を共有し、記録が自律してできることですと伝え、練習してもらっています。

とてもいい感じです。軌道に載せます！ 

 

2018 年 11 月 27 日（火） 

法人の階層別研修 

今日は管理職ばかりの社会福祉法人に関する研修でした。長年ここで勤めて来て、常に思っ

ていることは、事業団だからこそ＝社会福祉法人として市内で唯一の訪問看護ステーショ

ンだからこそ、やらねばならない役割を果たすことです。それは訪問看護の推進の役割を担

うことだったり、ネットワークづくりを中心的にする事だったり、他では受けないことを担

うことだったりするわけです。それがずーーーーーーーーーーーーっと引き継がれていく

ように、今、しておくべきこともまだまだあります。 

 

2018 年 11 月 26 日（月） 

常勤スタッフの面談開始 

年 1 回の面談。今年は組織編成を行った変化の大きな年でしたが、面談すると一人一人が

利用者さんに必要なサポートをいかにやっていくか、変化に対応しつつ訪問看護の実践を

して、考えてくれていることが実感できます。あるスタッフから「報告連絡相談と目指して

いるティール組織は相反するものでは？」。なるほど、上司への報告連絡相談に頼っていて

自律は困難でしょうが、メンバー間のそれだと考えるとよいと思います。いずれにせよ、円



滑で楽しく仕事できる組織づくりはコミュニケーションが大事だと思っています。 

 

2018 年 11 月 22 日（木） 

緊急の新規依頼 

夕方、ある地域包括より「急ぐんです」と TEL 。様子を聞くと、連休前なので訪問看護で

生活状況を把握して問題点を整理し、脱水状況改善に必要な手立てを打つと共に、必要なサ

ービスにつなげるようケアマネと連携することが必要と判断。新卒 2 年目の N ナースが遅

出だったのでお願いして行ってもらいました。本人家族の希望をしっかりと把握して、状況

や状態を適切にアセスメントし、次に訪問するスタッフにつなげるよう記録もしっかりと

してくれていました。明日～毎日、訪問が必要な様子。そこも踏まえて他のスタッフがフォ

ロー。こういう成長が見られるのは嬉しいですね。 

 

2018 年 11 月 21 日（水） 

全体研修会（交通事故防止の警察署からのお話し、オレサポの取り組みレクチャー） 

毎年、警察署の方に来ていただき交通安全の話をしていただいています。今年の担当はユニ

ークな方で、皆の笑い声で研修会場はにぎやかでした。そのあと、オレサポ（認知症初期集

中支援チーム）担当の看護スタッフが、事業概要や訪問の実際、訪問看護との連携や今後の

方向性を話しました。素晴らしいプレゼン、皆に伝わったと思います。 

 

2018 年 11 月 20 日（火） 

全国訪問看護事業協会 研修委員会 

今年度最後の委員会になりました。管理者研修の刷新についてかなり議論しました。 

ステーションが 1 万ヶ所越えになる中、質担保には管理者のスキル向上が喫緊の課題であ

るという認識を、国も職能団体も持っています。そのために日本看護協会でも新たな研修体

系を検討されています。訪問看護は管理者で決まる。先人が言い続けていることを、その通

りだと思い、私も伝えています。 

 

2018 年 11 月 19 日（月） 

エニアグラムを教えてもらいました 

ICT 業者さんとの打ち合わせの際、スタッフ教育に話が及びました。話を伺っていると、IT

企業も訪問看護も人材育成の悩みは同じだと知りました。帰り際、エニアグラムを使った教

育に取り組んでいることを教えてもらい、さっそくググってみました。が、自力では使いこ

なせそうにありません。でもタイプ診断はおもしろいなあ。私は 2 つのタイプが同じ数値

でしたがどちらかというと・・・で判断。ふむふむ、なるほど。さっそくご飯中の主任に「や

ってみて？」と声をかけました。 

 

2018 年 11 月 16 日（金） 

法人内のデイサービスからナースが実習に来てくれました 

3 名の訪問に同行してもらい、どうでしたか?と声をかけ、話を聞きました。 

訪問看護では家族看護がすごくなされていたこと、利用者さんの変化にタイムリーに対応



できるよう一層連携を進める必要を感じたことなど、話してくれました。また、末期の利用

者さん宅に訪問した際、入浴ができていない様子を見て「この人はデイサービスを利用した

ら入浴と家族のレスパイトにもなるのでは」と思ったそうで、両方のサービスが入っていな

い場合にお互いのサービスを知っていれば「つなげる」ことができると気づかれたようです。 

訪問看護から気軽に連絡ほしい、デイサービスの実習にもぜひ来てほしい！との感想でし

た。おつかれさまでした！ 

 

2018 年 11 月 15 日（木） 

暴力対策検討会議 

事務局からの報告では、相談窓口への電話が少しずつ増えているそう。特に研修に参加して

くださった方からの相談で、中には本事業の対象ではない施設からの相談もあると聞き、今

後の事業のあり方を検討する機会とし、活発な議論ができました。 

メンバーに研究者や弁護士がいるので、会議の場でわからないことが解決できるのは、すご

いメリットだと感じています。 

また、注目度としても、県の担当課長さんが婦人公論や国の会議に出ることにもなり相変わ

らずの注目ぶりです。研究者の三木先生から事例集のまとめ方の助言を得たので、またまた

小委員会で編集会議をせねば。の前に事例集の原稿を書きなおさねば・・・がんばります。 

 

2018 年 11 月 14 日（水） 

訪問看護課常勤スタッフスキルアップ研修 part1  

通称わかて研修。今日はマナー、理念を中心に行いました。スタッフから業務にあたっての

悩みが聴け、良い機会だったかなと思っています。訪問看護課の理念、そこから目指してい

ることを改めて確認し、自分自身が今できることを考えてもらうこともできました。理念に

基づく看護実践をもっとイメージして実践できるよう、具体的な事例を挙げて検討したか

ったのですが、意見交換で時間切れ。これからも、自律したティール組織になれるようスキ

ルアップのサポートを続けていきます。来月こそ事例を通じて考える機会にῨ 

 

2018 年 11 月 13 日（火） 

急性期病院の皆さまとの相互研修 2 日目：事例検討会 

相互研修 2 日目は事例検討会でした。この病院から訪問看護を依頼してもらった事例で看

取りをご自宅でされた方の実践報告を、うちのスタッフがしてくれました。実はまとまった

のもギリギリで提出期限直前まで手直しを入れてもらうなど、とてもがんばってくれた今

回の検討会。病院スタッフからは「事例を読むだけで涙が出る」など、在宅での様子や特徴

が伝えられたようで、良かったです。かれこれ 10 年は続けている交流研修。次なる目標は

研修にとどまらない出向事業。課題は山積していますが、実現に向けてがんばりたいです。 

 

2018 年 11 月１０日（土） 

兵庫県看護協会職能Ⅰ・Ⅱ合同交流会 

 中小病院、介護施設、訪問看護ステーションに参加呼びかけをし、100 人の参加があっ

た交流研修会。今回は JNA ラダーの啓発に的を絞った交流会でしたので、ラダーの説明、



中小病院での取り組み事例の報告ののち、事例に基づき自らのラダーレベルを判断し、グル

ープディスカッションで意見交換しながら自分の課題と取り組みを見出す時間です。 

今回はグループディスカッションの説明と進行を仰せつかりました。が、用意されているス

ライドを使って説明したらよいと高をくくっていたら・・・それが使えないことがわかり、

急いでスライドを作り直して説明、進行では皆様の素敵な発表に助けられ、何とかミッショ

ン完了。委員長からは「さすが職能Ⅱ!ぶっつけ本番もなんのその、でしたね！」とＬＩＮ

Ｅグループにメッセージが（笑）。そういえば、打ち合わせなしでした・・・。 

 

2018 年 11 月 8 日（木） 

推進員さんと認知症対応力を上げるための研修企画 

チーム員の皆が色々な案を考えてくれるので、私は大まかに気づいたことについて意見を

伝えるくらいですが、看護管理の学びはこういうところにも活かせています。取り仕切る、

でなくチームがより良い結果を出すためのサポート、という役割。たまに現場に出るのも楽

しい（昨日も訪問しました）。この役割（認知症支援推進室と認知症初期集中支援チーム）

を担わせてもらっているおかげで、レビーの父を介護した経験や訪問看護での見立てが役

立っている実感があって、楽しいです。 

 

2018 年 11 月 7 日（水） 

傾聴スキル講座 

先月に引き続きの講座。今回は管理職ばかりの 5 人グループでした。日頃忙しくてじっく

りと自分のコミュニケーション・かかわりを振り返って意見交換なんて後回しになるとこ

ろを、この傾聴講座をしていることで、お互いの考えていることを知り、自分の振り返りも

できる機会になっています。ステーションが統合しての課題も上がっている中で、スタッフ

の成長を喜ぶ管理職の声は嬉しかったです。 

 

2018 年 11 月 5 日（月） 

訪問看護ステーションの災害対応マニュアル改定版 原稿〆切 

が、今日でした。無事書き上げ提出でき、一つ肩の荷がおりました～！執筆者校正をしたら

あとは完成を楽しみに待つのみです。前にも書きましたが、今回は災害とスタッフ教育の経

験者として、俯瞰した立場での執筆が求められていたように感じています。ここ 10 年ほど

あちこちの地域で大きな災害が起こっていますが、そこで在外時訪問看護を経験した管理

者さんたちのいる地域での取り組みも掲載される改定版。私も楽しみ～ 

 

2018 年 11 月 2 日（金） 

認知症初期集中支援及び認知症地域医療連携関係者スキルアップ研修会 

市内のサポート医、認知症地域推進員など、関係者との議論ができた貴重な研修でした。 

①兵庫県の認知症対策室が主催する、初期集中支援チーム、認知症地域支援推進員、認知症

サポート医、認知症疾患医療センター、行政担当者が一堂に会する研修でした。全体を通じ、

このオレサポで進めてきたやり方が奏功していることも実感しました。ガバナンス構築を

始めとするチームづくりがまずは小さくでも実ったことをメンバーと喜び、次のステージ



に進んでいきたいと思います。 

 

2018 年 11 月 1 日（木） 

ケアマネに報告する実績を印刷していたら出発が遅れた！ 

今日は「在宅医療・介護連携を推進するための都道府県及び地方厚生局の支援のあり方に関

する検討委員会」。なのに、出発が予定より遅れ、おまけに梅田は苦手な私は、やっぱり（っ

て何だ？）ちょっと迷って 5 分遅れで到着。議題は、自治体へのアンケートやインタビュ

ー内容の検討でした。研究事業の会議でいつも「ほー」と思うのは、総合研究所の方々の作

業量とそのスピード。プロだなあと感心・感謝しつつ、意見も述べ、今日の重要ミッション

も完了。帰りは迷わなかったけど、遠回りしてしまったかも・・・（笑） 

 

2018 年 10 月 29 日（月） 

インターンシップに来てくださいました 

中旬に問い合わせのあったナースがインターンシップに来てくれました。同伴訪問が終わ

った後のフリートークの時間。この方も、看護が大好きで訪問看護の実際を見て「ああ。や

りたかった看護がここで実践されてる」と思ったそうです。訪問看護に興味を持ってくれる

人は、おおむね看護がすごく好きで、もっとじっくり人と関わりたいと思っている人が多い

のですが、今日の方もやはりそのようです。一緒に働ける日が来るのが楽しみです。 

 

2018 年 10 月 26 日（金） 

兵庫県委託事業 訪問看護師・訪問介護員安全確保離職対策防止事業 小委員会 

9 月の研修会アンケートの集計のため、小委員会を開きました。事務局で一覧表にしてくれ

た事例にざっと目を通すとなまなましくて、ちょっと元気が奪われる感じ・・・。 

訪問看護師や訪問介護員が離職せず仕事を続けられることは、利用者さんの利益につなが

ります。従事者も利用者も暴力やハラスメントに「NO 」と言える地域づくりのために、ま

だまだやることは山積しているのですね。がんばろう。 

 

2018 年 10 月 23 日（火） 

予定帳の活用 

ことしは対外的な仕事をできるだけ絞り、若手の教育にシフトしようとしているのですが、

一つずつの役割のボリュームが多いので、絞っただけでは十分な時間が取れないのが悔し

い所。ICT の記録を見てハッと思ったところは、時々副所長やチーフ、時にはわかてに直接

確認しています。この時に気付いたことやしくみとして整えるべきこと等々について、予定

帳の To - Do リストに入れています。変化に応じて既存の仕組みも意識的に有機的なものに

していけるようにしたいです。 

 

2018 年 10 月 20 日（土） 

兵庫県看護協会職能Ⅱ委員会 

今日は介護施設交流会。テーマは「高齢者施設での接遇を考える」として、社会福祉法人き

らくえん 法人事務局部長の田中智子さんの講演でした。高齢者施設の立ち上げにいくつ



か関わる中で、接遇を始めスタッフへの教育を担う立場から、サービスの質は日常的な接遇

がきちんとできて初めて担保されるので、スタッフ一人一人、気になる接遇面をラウンドし

て伝えている、という話をされました。心当たりあり…帰ったら共有しよう。 

 

2018 年 10 月 17 日（水） 

一日あっという間 

朝一から議員会館でディスカッション、昼からは統合して初めて 24 時間緊急電話の当番

が集まり、対応のロールプレイとディスカッションを行いました。ロールプレイを得意とす

る熟練スタッフが若手スタッフに「こんな電話があったらどう対応する？」と基本と応用編

を出題し、ディスカッションしました。日頃は違う拠点で活動しているスタッフ同士が顔合

わせができたことが、まずは有意義だったと思います。次は、緊急対応後の担当へのフィー

ドバックや、イレギュラー時の対応について悩んでいることがわかったので、それについて

話し合う予定です。 

 

2018 年 10 月 16 日（火） 

全国訪問看護事業協会 研修委員会で日帰り新宿 

今日も異動 8 時間・会議 3 時間の日帰り東京の日。管理者研修のあり方をしっかり話し合

いました。私は、看護管理認知看護管理者の教育課程に参加させてもらって苦労したことか

ら発した意見を述べました。訪問看護ステーションは今や 1 万カ所超え。玉石混合の状態

に必然的になっていて、訪問看護ステーションの質担保には管理者教育こそ要だと考え、計

画を練っています。11 月にも引き続き会議予定。会議が延び急いで駅に向かい、kiosk で

明日の 24 時間当番の打ち合わせ会に差し入れるお菓子を買って帰りました。 

 

2018 年 10 月 15 日（月） 

急性期病院からの相互研修（兵庫県看護協会独自研修）に来られました 

3 名の急性期病院のナースが実習に参加してくれました。同伴訪問後にフリートークの時

間をとって皆さんと話をしました。病棟の退院調整ナースの皆さんだそうで、病棟スタッフ

に退院支援のタイミングや必要性を伝えるものの思うように伝わらない、というジレンマ

を抱えているそう。それって、訪問看護を長年やっていて思うことと同じなので、「タイム

リーに訪問看護につなげて看看連携を実現して」と伝えました。 

 

2018 年 10 月 13 日（土） 

チームコードホワイト 

神戸の管理者を中心とした暴力対策検討の集まりも、残すところ 2 回となりました。今日

は「暴力を考える要因を漏らさず検討でき、現場で共通認識を持って対応するための要員の

フレームワークを考える」がテーマ。意見交換しているとあっという間に時間が経ちます。 

先日のハートネットＴＶでコメンテーターとして出演していた篠崎先生も参加。「疾患があ

ると仕方ない」として対応が後手になり離職につながるうえ、個々の事業所でサービス利用

を断るのは高いハードルがあるため、第三者が「これではサービス提供出来ない」と行為者

に伝える役割に期待する、などの意見交換ができ有意義でした。 



 

2018 年 10 月 11 日（木） 

認知症初期集中支援チーム 検討委員会 

チーム編成後、2 回目の委員会でした。私たちチーム員は事務局側に座り、委員の方々の議

論を聞きます。去年より活動内容が周知され始めた印象。さらに座長である兵庫医大認知症

疾患医療センター長の先生から、最後に「チームからの要望があれば」と振ってくださり、

チームで相談してきたことをメンバーが伝えることができました。このチームでの仕事を

させてもらえることで、制度、行政、医師、病院、訪問看護、地域包括、ケアマネジャー、

それぞれが認知症の人に向き合い、何とかしたいと思っており、その支援が私たちの役割だ

と思っています。認知症の当事者とその家族が安心して暮らせる地域をつくるために。 

 

2018 年 10 月 10 日（水） 

神戸大学医学部実習意見交換会 

神戸大学医学部 5 回生の学生さんが 2 年前から訪問看護ステーション実習に来ています。 

みなさん非常に真面目で熱心なので好感度が高いです。そして利用者さんが「神戸大学の先

生」というだけでとても喜ばれる。さらに、こちらが見てほしいと思うところにちゃんと気

づいて、それが記録にもちゃんと書かれているので、同伴訪問するスタッフも嬉しい様子。 

医学生に訪問看護ステーションの現場で実際を見てもらうのは長年の願いでしたが、もう

10 年ほど前にそれが近隣の医大からの依頼で叶い、ヤッターと思い説明に来てくださった

教授にその思いを勝手に語った（笑）のをよく覚えています。受けられる実習は限られます

が、多くの医学生さんに訪問看護を見て・知ってもらうことが、在宅医療推進に必ず役立つ

と思います。 

 

2018 年 10 月 9 日（火） 

教育担当師長さんに面談 

教育担当師長の役割についてレクチャーをお願いしたところ、忙しい中時間をとってくだ

さいました。苦労されるところはステーションでも「あるある」。教育システムをきちんと

組み立てて動かしていく事はもちろん、教育する側の課題解決も重要であることを再認識。

課題解決したらまた次の課題が待っています。よっしゃ。 

 

2018 年 10 月 6 日（土） 

兵庫県看護協会 在宅看護連携強化事業「機能強化型訪問看護ステーション普及セミナー」 

タイトルのセミナーで実践報告として「地域でのネットワークづくり」について話しました。 

私を含め 3 名の実践報告があり、エンディングノートを作成して地域での普及活動をして

いるステーション、小規模でも機能強化３をとったステーションなど、とても興味深く聴か

せていただきました。 

話を終えたあとは初めての「会長室」で、訪問看護師増加と多様な提供体制の推進につい

てお話させていただきました。前に訪問看護の研修に来てくださった時もそうでしたが、話

に熱心に耳を傾けてくださり、質問の内容とタイミングが的確で、こちらも話しやすいこと

に改めて感激。少しでもお役に立てて良かったと思わせるトップマネジャー。私も目指した



い。 

 

2018 年 10 月 5 日（金） 

計画書と報告書の発送作業 

前回、効率的なやり方を引き継いでいく目的で、帳票だけでなく宛名ラベルの印刷方法まで

を図解したマニュアルを作成したので、今回は所長に任せて私はちょっとだけ「大丈夫か？」

の確認のみ。結果、無事定刻通りに終了。事務員さんたちはやっぱり真面目できっちりさん。 

 

2018 年 10 月 4 日（木） 

ハートネットＴＶで兵庫県の暴力対策が取り上げられました 

介護ユニオンが今年ホームヘルパーに全国調査を行った結果、75 ％もの従事者が何らかの

暴力を受けていた、との衝撃的な結果が報道されたのが夏ごろ。テレビではホームヘルパー

さんに対するハラスメントの事例などが紹介され、有識者らがコメントしていました。最後

の方で、暴力対策会議でご一緒している県担当課長さんが登場。兵庫県の取り組みのＰＲに

もなったかもしれません。暴力を憎んで人を憎まず。が、ベースとなる考え方では、と思っ

ています。従事者も利用者も知識を持てるといいなと思います。 

 

2018 年 10 月 3 日（水） 

阪神南ブロックの打ち合わせ会 

兵庫県訪問看護ステーション連絡協議会のブロック打ち合わせ会。尼崎、芦屋、西宮の３市

合同で毎年取り組みを続けています。これまで救急隊との意見交換会や ELNEC - J （The 

End - of - Life Nursing Education Consortium  J apan ）をして来て、さあ今度は？の

話し合いです。こないだの災害はどうでしたか?の話題が近隣市でもこんなに状況が違うの

か!という気付きになり、災害時対応の意見交換をしましょう、ということに。また、「９月

の県の暴力対策研修会でＭ先生の話を聞き、今回お呼びして話を聞きたい」との希望もあっ

て、暴力対策 KYT( 危険予知トレーニング)研修をお願いすることに。久しぶりにいろんな

意見交換ができて楽しかったです。 

 

2018 年 10 月 2 日（火） 

そして、本日東京原宿の日本看護協会出版会で編集会議 

駅から協会までは結構な距離、そしてすごい人人人。ディオールの路面店のそばにあるきれ

いなガラス張りの建物が協会（とは初めて見た時には思えなくて、わからんかった）。1 階

のエレベーターで神戸研修センターのセンター長に遭いご挨拶。会議では 9 月の大雨での

当課のスタッフの動きを共有し、新しいマニュアルにスタッフへの教育をどう載せるかな

ど意見交換でき、方向性も決定。良かったです。 

 

2018 年 10 月 1 日（月） 

訪問看護ステーションの災害対応マニュアル 編集者と電話会議 

明日東京での編集会議に備え、私の担当部分についての詰めを電話で確認しました。 

このほかにもタスクを抱えていて、私の頭ではついて行けなーい。 



 

2018 年 9 月 29 日（土） 

ＲＵＮ伴 初参加 

認知症初期集中支援チームの一員だし、と初めて参加。法人内のマラソン部で参加者募集

と会費集め、Ｔシャツのお世話などをしてくれました。市民ボランティアの方もたくさん。

「何か役に立つことができたらと思って」と、日頃のボランティア活動のきっかけを話して

下さった方も。 

当日はあいにくの雨。市役所前に集合すると市長や市福祉局長はじめ、保健福祉関係の人

たちと、当事者や支援グループの人たちがたくさん来られていました。市役所から西宮北口

まで、オレンジ色のＴシャツと途中コンビニで買った透明カッパを着て雨の中を歩きまし

た。道行く人が「何事？」みたいな表情で見ていました。まあそうですよね（笑）。アクタ

のゴール地点でみやたんと宝塚のゆるキャラさんが引き継ぎをして終了。アクタのサーテ

ィワンで私が好きなナッツのいっぱい入ったアイスを食べて帰りました。 

 

2018 年９月 26 日（水） 

傾聴スキルフォローアップ講座 

もう 3 年ほど、訪問看護課では常勤スタッフが傾聴スキル講座を受けています。 

毎回少しずつですが、傾聴が理解できるようになっていることを実感しています。今回はス

タッフがお茶を勧められたときにどう対応するのが利用者にも私たちにも望ましいか、と

いう悩ましい悩み。どのような場面でも活用できるスキルを持って一定の答えを見いだせ

た、皆のすっきりした顔が印象的でした。 

全体研修でロールプレイをして復命してくれることになりました。がんばれ～ 

 

2018 年 9 月 22 日（土） 

兵庫県委託事業 訪問看護師・訪問介護員安全確保離職対策防止事業 暴力対策 研修会 

本事業の検討会議で研修の内容を計画してきました。今年は、関西医科大学の三木明子先生

が基調講演をしてくださいました。長年看護師が受ける暴力について研修をされてきた先

生ならではの、外国の文献や対策なども盛り込んだ、貴重でわかりやすい講義でした。印象

的だったのは、参加者の多くが「暴力をふるう人」より管理体制を問題にする傾向があるこ

とでした。暴力はとにかくＮＯという姿勢をどの職種も貫かなければ、安全なサービス提供

は実現しない事が浸透していけるよう、引き続きこの事業を続けなければならないと感じ

ました。うちの副所長が事例報告をしました。お疲れ様～ 

 

2018 年 9 月 21 日（金） 

認知症初期集中支援チームとしての関わり、正解って？ 

チーム員が「受診に同行すると、『保証人がいなければ受診は受けられない』と言われた。

自己負担分が払えなくても払えるときに払えばいいじゃないか」とやや憤慨して報告があ

りました。そうか～。「管理」の考え方を伝えていくのは必要なんだ、と思ったので、少し

ずつ機会あるごとにと考えています。 

 



2018 年 9 月 18 日（火） 

全国訪問看護事業協会 研修委員会 

今年 2 回目の研修委員会。日帰り東京はもう慣れましたが往復 8 時間、会議 3 時間は結構

ハードです。とはいえ、今後ますます期待される訪問看護の質をより向上できるよう、全国

から集まった委員が真剣に議論をしています。 

 

2018 年 9 月 14 日（金） 

認知症初期手中支援チーム 交流会（伊丹、尼崎、西宮） 

初めてこうした機会を持ちました。 

委託する自治体によって、考え方も運用のしかたも異なる当たり前のことを目の当たりに。 

1 年半チームビルディングをやってきて思うのは、メンバーがしっかりしていることと管

理的な視座を持つ者がいることの相乗効果が出てきているということ。理想は、メンバーが

管理的視点も持てるようになり、私が最終的には抜けること。 

 

2018 年９月 13 日（木） 

認知症初期集中支援チームの予算執行見込ヒアリングと訪問看護ＳＴ協議会理事会 

午前中のヒアリングを終え、午後からは看護協会で兵庫県訪問看護ステーション連絡協議

会の、看護協会のボードメンバーの顔ぶれが変わって初めての理事会。進行役の医師会の先

生がうまく進行してくださったことや、オブザーバー役の協会理事さんが「訪問看護のこと

は現場の人たちが詳しいでしょうから」と、各圏域の訪問看護の理事の意見がとても尊重さ

れた会議でした。こうして抱えている課題が解決できればいいなと思います。 

 

2018 年 9 月 12 日（水） 

ケアマネジャー更新研修Ｂ 10 日目最終日 

長かったケアマネジャー更新研修も今日で終了。 

ケアマネジャー業務をしていたのはかれこれ 16 年以上前、つまり平成 12 年に介護保険

制度が始まってすぐから 3 年ほどしていただけ。訪問看護は介護保険制度開始前までは在

宅療養者のサービス調整を主治医と相談し、他機関を巻き込んで一緒に動きながらやって

いました。医療と生活の両面から見ることのできる訪問看護がケアマネジメントに果たす

役割は変わらないと思っています。ケアマネに情報集約がされる中、連携がますます大事。 

 

2018 年 9 月 9 日（日） 

保健師助産師看護師 ３職能交流会 at 宝塚ソリオホール 

今日は兵庫県看護協会の職能Ⅱ委員会のお仕事。３職能交流会のテーマは認知症予防に関

して。兵庫県認知症対策室の柿木達也先生からの講義はとても興味深く、認知症の治療薬や

予防に関する最新の知見を知ることができました。認知症初期集中支援チームのメンバー

にも声かければ良かった！備忘録。 

① アリセプトはアミロイドβを減らす効果がある。しかしこれを減らしても中

核症状は改善しない。よって、諸外国では公費負担にならない。 

② 認知症予防はＭＣＩの段階で悪化予防をすることが最も効果的。 



③ 中核症状がかなりあっても継続して行う知的活動を阻害しない。つまり認知

症がかなり進行しても知的活動を続けることができる人が存在する。 

④ 認知症予防には、運動、生活習慣病予防、頭を使う活動をセットで。 

 

2018 年 9 月 7 日（金） 

訪問看護のシステムを使った実績報告その２ 

今日は訪問看護計画書・報告書を主治医とケアマネジャーに発送する日。 

スタッフから話を聞くと、とてつもなく時間がかかっているようす。まずはスタッフ全員に

計画書と報告書を仕上げてもらう期限を伝え、システムを使って一括処理、印刷。事務員さ

ん集合して一斉に印刷したものを確認、仕分け、封入。各拠点の副所長たちが実績確定をし

っかりしてくれ、かつ優秀な事務員さんたちはこっちが言わなくても細かい所を確認して

くれていました。で、無事時間内に終了。今まで常勤スタッフが残業してやっていたので、

働き方改革の一環と捉え、私が一旦引き取ることは必要だったなと。遅くなってごめんね。 

 

2018 年 9 月５日（水） 

24 時間当番で 0 時以降の出勤者の休息 

法人のルールはみんなに「覚えてね」というのも申し訳ないくらい・・・。まあ、とにかく、

24 時間で緊急対応をしたスタッフの健康管理に配慮できるよう、所長・副所長が注意を払

うようにしていこうと確認し合いました。 

 

2018 年 9 月４日（月） 

大型台風 

各拠点で前日から訪問調整をしていて大きな混乱はありませんでした。当課では平成 24

年からずっと、災害時対応力向上をめざしスタッフ全員で 2 か月に 1 回程度ですが、取り

組みを続けてきました。これが功を奏したのか、連絡網としているライングループを使った

スタッフ間での情報共有もでき、混乱なく皆が対応できていました。ただここ 1 ～2 年で入

職したスタッフには十分な教育ができていないのが課題です。 

各地で相当な被害が出ている今回。西宮でも停電が続いている地域もあり落ち着きませ

ん。この機会に、これまでの災害対策を振り返り、今後どうしていくかを話しあおうと思い

ます。 

 

2018 年 8 月 31 日（金） 

訪問看護のシステムを使った実績報告 

これまで手作業で行っていたケアマネジャーへの実績報告。大規模化をきっかけに訪問看

護のシステムを使ってすることとし、まずは私がやってみています。効率的に物事を進めら

れるように工夫するのは得意とするところ。500 名以上の実績報告や報告書・計画書の発

送など、これまでアナログでやっていたことを、システムを使って効率化し、スタッフや事

務員さんの負担軽減に立ち上がります。 

 

2018 年 8 月 29 日（木） 



ケアマネジャー更新研修Ｂ 8 日目 

10 日間の更新研修も 8 日目に入りました。グループワークが多いこの研修。前回も同じグ

ループだった看護師さん。じつはうちの訪問看護ステーションのうちのひとつで働いてい

た人だったことがわかりました。外で会ってもお互い気付かないものですね。 

 

2018 年 8 月 27 日（月） 

講義させてもらった大学からインターンシップに 

7 月に訪問看護の実際を講義させてもらった大学の学生さんがインターンシップに来てく

ださいました。訪問に同行してもらったほか、今年入職した新卒Ｔさんとゆっくり話をする

時間をとれたようです。私は所用で不在にしていたのですが、その学生さんからお礼のメー

ルをいただきました。嬉しかったのでご紹介します。 

「この度のインターンシップを通し、看護師として勤務した上で訪問看護をみることがで

き、訪問看護に対する興味がより一層深まりました。私もステーションの皆さまのように、

その人らしさを地域で支援できる看護に携わって参りたいと考えます。」 

一緒に働ける日を楽しみにしています。 

 

2018 年 8 月 25 日（土） 

日本看護管理学会学術集会 at ポートピアホテル 

昨日に引き続き参加しています。日本全国から看護管理に携わる人たちがこれでもかとい

うほど来られています。認定看護管理者の課程で一緒に学んだ仲間が受付をしていたり、サ

ーバントリーダーのディスカッションに出ていたり、ＬＩＮＥで写真交換したりとにぎや

か。たくさんの情報と課題、取り組むヒントをもらった 2 日間でした。 

 

2018 年 8 月 24 日（金） 

日本看護管理学会学術集会 at ポートピアホテル 

2 年前、横浜で、神戸市立看護大学の林先生たちと研究した兵庫県内の訪問看護師が利用

者家族から受ける暴力の実態について発表した思い出深い集会。今回はプライベートで 2

日間参加。体一つじゃ足りないくらい、どれもこれも聴きたいものばかり。2 年前はあまり

そうは思わなかった。ということは、看護管理者としてちょっとは成長したのかなと。 

 

2018 年 8 月 22 日（水） 

今月の「訪問看護リハビリたより」(研修時配布するスタッフへのたより) 
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引用）松江市立病院 老人看護専門看護師 吉岡佐知子さんの講演から 

 

2018 年 8 月 21 日(火) 

在宅医療・介護連携を推進するための都道府県及び地方厚生局の支援のあり方に関する検

討委員会 

という、非常に長い研究会の委員を仰せつかり、行ってまいりました。 

コアメンバーの先生から「現場に即した意見を一番出していただきありがとう」とご挨拶し

ていただき、肩の荷が下りました。医療介護連携に関しては、私なりに培ってきた理念があ

り、それが役立つなら嬉しいです。残り数回、頑張ります。 

 

2018 年 8 月 20 日(月) 

9 月 22 日は看護協会ハーモニーホールへ！！ 

午前中は訪問看護師・訪問介護員の離職防止対策検討会議。9 月 22 日の研修会についての

打ち合わせは白熱しました。とっても良い研修会になりそうです！！ 

センターに戻ってからは今月ずーーーーーーーーーっとやっている電子カルテの使い方や

要望を業者に連絡し回答をもらい、それを記録に残し・・・。覚えきれない…(笑) 

 

2018 年 8 月 18 日(土) 

兵庫県看護協会職能Ⅱ委員会 

看護協会が新体制になって初めての委員会。9 月、11 月にある交流会、研修会についてし

っかりと議論しました。特に、11 月は、JNA ラダーに取り組んでもらいたい中小病院や

職能Ⅱの人たちに参加してほしい！ということで、チラシまで作ったけど、アートの才能が

ない！(笑) 

 

2018 年 8 月 17 日（金） 

コツコツ・・・ 

電子カルテにしてよかったのは情報共有がしやすくなったことですが、効率化にはなって

いません。IT リテラシーに違いがありすぎるのも課題だし、記録そのものに関しても、マ

ニュアル、ルールを再確認しながら書いてもらいたいところですが、現場優先なので難しい

かな～の「看護記録あるある」状態です（笑）。でも、みんながラクに楽しく訪問看護を続

けられる様にしますよ～！！絶対！！で、「こう書いてほしい記録」の見本と説明のたたき



をコツコツ作っています。目が取れそう・・・ 

 

2018 年 8 月 16 日(木) 

すべての看護計画を管理者が立案？・・・ 

大手が発信する訪問看護ステーションの経営に関するブログで、訪問件数をふやし収益を

上げるため記録を効率化するススメが掲載されていました。「計画書は管理者である私が毎

月一人で作成しています（評価も含めて）。理由は明らかで、当社は担当制ではなくチーム

制を敷いており、「患者へ提供するケアの保証の全責任は管理者にある」と考えているから

です。」とあり、驚きました。確かに管理者の責任、という点においてはおっしゃる通りで

すが、すべての看護のベースである計画書を管理者が決めたら、担当看護師の意見が反映さ

れず、「決められたことをして帰ってくる」処置屋さんになってしまわないか…。 

うちではスタッフは利用者さんのナラティブをしっかり見つめ、その人らしさを維持でき

るよう、看護は何をすべきか、スタッフが語り合い、頭をひねりながら看護に当たっていま

す。時間もかかり効率的でもないし、記録が苦手で時間のかかる人もいますけど・・・ 

計画立てなくていいから訪問にもっと行って、ってことでしょ？ありえないなあ・・・ 

 

2018 年 8 月 15 日(水) 

社会福祉士と看護師の特徴の違い 

在宅 NST 研究会を取りまとめる担当所長さんが北海道に転勤になられるそうです。来年の

会の打ち合わせで来てもらったときにご挨拶いただき、驚きました。全国に営業所のある会

社は大変ですね。その後、オレンジサポートの初回訪問をして、そのあとは会議 3 つ。 

オレサポの訪問では、看護師と違った社会福祉士の対象者さんへのアプローチの仕方や私

の知らない知識を知っている様子を見て、一緒に動けるのって楽しいなあと思っています。 

 

2018 年 8 月 10 日(金) 

E- ラーニングのツールに事業団訪問看護の各種マニュアル一式をアップロードしました！ 

昨年から所長会で一つずつ確認し、修正を加えていたマニュアル。 

一式がアップロードできました。 

あらためて見てみたら、ステキ～ῨῨ自画自賛(笑) 

理念、記録、倫理、マナーなどなど。 

困った時、迷った時に立ち戻れるものがあるって、大切だと思っています。 

 

2018 年 8 月 9 日(木) 

運営・経営上の課題 

年 1 回、「SWOT 分析」「現状と課題」を法人本部とのヒアリングのため提出します。今回

は第 3 次中期行動計画も一緒に提出です。明日が期限なのですが、訪問看護と認知症初期

集中支援チームのある認知症支援推進室の分、2 種類のタスク。がんばってまーす。 

 

2018 年 8 月 8 日(水) 

オレンジサポートの納涼会でした 



認知症初期集中支援チーム(通称：オレサポ)の納涼会でした。 

その場所に行くのに、バスに乗ると一番近い、と思って乗ったバスが何故か違うところに行

ってしまい、30 分も遅刻。「そんなことするんやね？！」と驚かれた私です(汗) 

 

2018 年 8 月 7 日(火) 

統合後、はじめての・・・ 

これまで 3 拠点別々で行っていた、主治医宛の報告書、計画書送付を統合したので一括し

て行わねばなりません。電子カルテシステムを使った方法でやるのも初めてなので、先日か

らシミュレーションをして、間違いのないように取り組みました。この規模で一括処理をし

ようとすると、やはり日々、正確な情報入力をスタッフができるようにするしかない!と確

信した一日でした。 

 

２０１８年８月３日(金) 

忘れてました！ 

見てください！クールマックスはいりました～！涼しさが違います。 

ほとんど事務所にいる私でさえわかる(＠_＠;)。さわやか～ 

 

 

２０１８年８月２日(木) 

E- ラーニングのコンテンツに入れ込み開始！当課の業務マニュアル 

自己学習支援のためにタブレットで見られるコンテンツを使っています。 

実はこれがとても優秀なもので、うちのマニュアルを載せられるのです。 

１年ほどかけ、元々作っていたマニュアルに所長たちが手を入れてたたきを作成。 

これの体裁をさらに整え、コンテンツで見やすくする作業中。内容もついでと思って見直し

ているので気が遠い・・・訪問看護経験の浅いスタッフが理念に基づく看護実践をするのに、

役立つといいな。 

 

2 ０18 年 8 月 1 日(水) 

統合後初めての月末月初の事務処理のこと 

土曜日の研修会場が冷房効きすぎて寒かった～と思ったら夏風邪で日曜日から調子が悪く、

ごほごほ咳も出ていて、マスク着用中。目もかゆいのでアレルギーも出ているかも。 

7 月に統合して初めての月末月初の事務処理。事務員さんが集合して取り組んでくれてい

ますが、課題もたくさんあります。私の役割は「現場でやっていることが評価される」こと

を主眼に、対外的に制度やしくみが動くようにすることだと考え、頑張っています。それが

できるのは、組織で支えてくれる人がいるからなのですが、普段のことは信頼するその人た



ちに任せ、私が支える役割をしている、と思っています。今回の目の前の課題も、そんな風

に乗り切れるかな～と思っています。 

私の願いは常に「スタッフみんなが仕事も生活も充実できて、楽しく過ごせる」。この実現

が理念の実現に必ずつながると信じてます。 

 

2018 年 7 月 31 日(火) 

災害対応マニュアルの編集会議 

表参道の日本看護協会のビルにある出版会のフロアで。駅を降りてからたどり着くまで、ど

こもかしこもこの暑いのに人であふれていて、それだけで疲れました(汗)。 

今年はすでに複数の災害が起こっており、刊行を早くという声も多いそうで、前倒しで年度

末より早く、を目指すということです。会議も白熱していて、きっと良いものになる予感・・ 

 

2018 年 7 月 28 日(土) 

阪神在宅 NST 研究会世話人と研修会 

何年か前に訪問看護ステーションの多機能化モデル事業で管理栄養士さんと取り組み、現

在も研究を継続中の在宅栄養管理についてお話ししたご縁で、世話人をさせてもらってい

ます。来年は 10 周年ということで、これまでにない企画になりそう！ 

野原先生の講演は是非、病院の人に聞いてもらいたい！武庫川の福尾先生はがんの栄養管

理の講演をしてくださり、最も印象に残ったのは、末期の方に高カロリー輸液という選択が

なぜだめか、というところでした。 

 

2018 年 7 月 27 日(金) 

増えている、大病院からの早期の訪問看護相談！ 

退院が未定だけど、今後に向けたカンファレンスを行うので、訪問看護ステーションからも

参加を、という連絡が増えているようです。移動や会議参加にはけっこうな時間を要するこ

とや、退院されなかった場合には全く収入にならない、ということもあるけれど、何より早

い段階から「一緒に考えてほしい」と訪問看護にラブコールを送ってくれる病院が増えてく

れるのは悲願でした！！スタッフにもプラス思考で考えてどしどし対応していきます！ 

 

2018 年 7 月 26 日（木） 

メディカルケアネット西宮の圏域事例検討会 

訪問看護師が受ける暴力に関する研究から、県の訪問看護師・訪問介護員の離職防止対策検

討委員会でのマニュアル作成等に至る経緯について紹介を、との依頼を受け久しぶりに参

加させてもらいました。事例検討では、多くのグループで「思いを知る」ことの大切さを発

表され、さすがと思いました。私からは、経緯のほかに正しい知識と対応が地域づくりにつ

ながる、ということを伝えました。また、精神科のドクターから「信頼関係が疾患対応に増

して大事」（実際にはもっと詳しく話して下さった）と話がありました。 

そう。行為や事象ばかりに気をとられず、理由を知り本人や家族の思いに寄り添える人であ

りたい。これはずっとの思いです。 

 



2018 年 7 月 25 日（水） 

新採用スタッフとの面談 

甲子園の新採用スタッフと面談。小さい子供さんがいる若手スタッフでこれからに期待！ 

住環境福祉コーディネイターの勉強を家事育児の合間にして、試験を受けたと聞きました。 

すごいなあ。そのバイタリティでどんどんいろんなことを吸収して、訪問看護を楽しんでほ

しいなあと思います。 

 

2018 年 7 月 24 日（火） 

暑さ対策 

若手スタッフに考えてもらっていたのですが、悩みのスパイラルに入ったもよう（笑）。 

結局、スタッフからの意見を聞くと「スクラブが暑い」が多数。スクラブというのはナース

の上着のこと。確かに室内用でいかにも暑い素材。素材も見た目も涼しいのを買い足すこと

に。台風が来て去ると涼しくなるかなあ。お品が来たら写真、アップします。 

 

2018 年 7 月 2 3 日（月） 

学生さんの感想「訪問看護への愛を感じました」 

この前の講義で、学生さんから「就職先の選択肢として訪問看護も視野に入れようと思った」

という嬉しい感想がたくさんありました。 

そして「訪問看護へのやまさきさんの愛を感じた」という感想。けっこうありました。 

大学の先生から「愛を感じるというコメントは、（親の子どもへの愛はあるかもしれません

が）他の講義ではほとんどありません。山﨑さんから、訪問看護への愛がほとばしっていた

んですね！」。そうだと嬉しい！訪問看護大好き宣言、いつも講義の時にする私としては。 

 

2018 年 7 月 20 日（金） 

大規模化後初めての納涼会 

若い人が増えているうちの訪問看護ステーション。食べっぷりもさすがの若さで、圧倒され

ました（笑）。「恋バナ」というらしい、恋愛トークも炸裂していました（笑）。みんなが元

気に明るく楽しく、仕事を続けていけるよう、私もできることをがんばっていきます。 

 

2018 年 7 月 19 日（木） 

訪問看護師が受ける暴力対策、国での取り組みへ。 

関西医大の三木先生からメンバーに連絡いただいたメールです。転記します。暴力対策に何

年も関わらせてもらい、市、県、国が動いていく様子を目の当たりにし、かつ、驚いていま

す。暴力対策をきちんとできることは、利用者さんが望めば訪問看護や訪問介護が受けられ

る地域づくりでもあります。従事者である私たちが、正しい知識を持ち対応できることが、

利用者さんの生活を守る、との思いは変わりません。 

7/15( 日) 7:10 配信 毎日新聞 

 介護職員や看護師が利用者とその家族からセクハラや暴力・暴言を受けている問題で、厚

生労働省は、今年度中に事業者向けの対応マニュアルを作成する。防止策に加え、被害に遭

った際の対応策も盛り込む。初の実態調査も実施する。労働環境の改善を図るとともに、職



員を集めやすくする狙いもある。 

 主な調査対象は、ホームヘルパーらが入浴介助など身の回りの世話をする「訪問介護」と、

看護師らが服薬指導などをする「訪問看護」。女性職員が１人で個人宅を訪れることが多く、

セクハラや暴言などの嫌がらせに遭うリスクが高い。 

 介護職員の労働組合「日本介護クラフトユニオン」が今春実施した調査では、組合員の３

割がセクハラ、７割が暴言や強要などを受けた経験 があった。林千冬・神戸市看護大教授

（看護管理学）らが２０１５年度に兵庫県内の看護師に実施した調査では、職場に報告した

人のうち１７％が「何も対応を受けなかった」と回答。被害への対応に問題のあるケースも

みられた。こうした声を踏まえ、同ユニオンや日本看護協会が厚労省に対応を求めていた。 

 被害防止のために２人で訪問するなどの対応をしている事業者もある。厚労省は、こうし

た取り組みを調べ、マニュアルを作成。併せて調査結果を分析し、次の介護報酬改定（２１

年度）に向けて必要に応じ対策も検討する。【原田啓之】 

 

2018 年 7 月 18 日（水） 

枚方は遠かったです。 

人材育成について、新設の在宅看護の CNS コースで話す機会をいただき行ってきました。 

枚方があんなに遠いなんて（泣）。暴力の検討会でご一緒している先生が顔を見に来てくだ

さったり、講義に入ってくださったり。取り組んできた事に、興味を持って聞いていただけ、

質問もたくさんいただきました。これからも頑張ろうと思える機会となり、感謝です。 

 

2018 年 7 月 17 日（火） 

スタッフへの伝達事項を整理・・ 

集合しての研修会となった明日の事例検討会の準備のため、課長補佐とともにスタッフへ

の伝達事項を整理・・。うちでは傾聴を継続して学んでいるので「互いの確認が重要」と理

解しているので、しっかりとスタッフに理解してもらいたいことが確認できました。 

 

2018 年 7 月 14 日（土） 

新任管理者研修会 司会 2 日目 

全国訪問看護事業協会主催の研修で司会。講師の方とついつい話し込み（じつはこれが楽し

み）、事務局の方が予備に来てくださると言うていたらく。最後のグループワークでファシ

リして「経験を経てようやく、突っ込んで考え管理ができるようになるんだなあ・・」とい

う、この当たり前を忘れていたなあ・・としみじみ。自分の身についていることを、人に分

かるよう言語化のは私が苦手とするところ。現場での教育も悩みつつです。全国から 150

名もの管理者さんたちがみっちり学んだ 2 日間。私も色々振り返りさせてもらいました。 

 

2018 年 7 月 13 日（金） 

認定看護管理者、合格しました 

研修に出してくれた訪問看護課の皆に心から感謝・・・とともに、本当に肩の荷が下りた感

じです。「またあんな苦労をしなくて済んだ」というような（笑）。ありがとうございます！ 

関係ないけど、今朝起きたらぎっくり腰症状があり、痛み止めを飲んでやり過ごしました。 



たぶん、この前の 7 時間車内閉じ込めがアダに・・・うう。明日、大丈夫かしら。 

 

2018 年 7 月 12 日（木） 

タブレット端末の弊害 

便利だけど、真面目なナースたちは、持っていたらついつい見てしまうみたいで・・。 

この猛暑、当番じゃない日は、夜ゆっくり休もうね！夏バテしちゃうよ～ 

 

2018 年 7 月 11 日（水） 

理念を現場の事務員さんにも伝えていく 

大規模化による事務作業やこまごましたことの変更にあたって、今日は確認のために、現場

の事務員さんたちと、課題洗い出しや共通認識の機会でした。事務員さんは看護師が気付か

ないようなこまごましたことを担ってくれる、頼りになる存在。訪問看護課の理念を理解し

たうえで、一緒に働いてもらうことが大事だと、ずっと思ってやってきました。ここ数年で

拠点が増えましたが、各拠点の責任者たちが同じように継続してくれていると思います。 

 

2018 年 7 月 10 日（火） 

大学で講義 

毎年、「訪問看護の実際」として看護学部 3 回生に講義させていただいています。 

学生さんのレポートが毎回素晴らしすぎて驚きます。2 コマの講義でこんなに理解できる

人ならぜひうちにと（笑）いつも思っています。先生に伝えたら今の若い人は文章を書かせ

ると本当にしっかりと書くけれど、喋らせるとうまく伝わらないとのこと。へえ～意外です。 

 

2018 年 7 月 9 日（月） 

日常が取り戻された 

このたびの大雨で被害に遭われた方におくやみとお見舞いを申し上げます。 

日に日に被害の甚大さが明らかになり、心がざわざわしてしまいます。 

しかし、まわりでは通常通り電車も動き、センターも通常通りの動きになっています。 

今日は、新しい事務員さんに訪問看護事業のレクチャー、副所長からの各種相談や文書作成

や修正、認知症初期集中支援チーム員会議、パンフレット印刷の打ち合わせなどで一日あっ

という間でした。 

 

2018 年 7 月 6 日（金） 

梅雨前線に伴う大雨の対策 

昨日から各地で警報が頻発しています。電車も不通になっており、車で出勤。予想以上に混

雑しており、車中でスタッフと利用者さんの安全確認・確保についてと、長期化に備え重症

者さんらへの対応準備など、確認の line メッセージを各拠点の所長に送りました。それぞ

れの所長たちはスタッフと共に、子供さんの学校がお休みになったスタッフや出勤できな

いスタッフの訪問調整や、独居などで気がかりな利用者さんへの連絡をしていました。避難

勧告区域もあったものの、避難された利用者さんも幸いおられない様子。今回わかったのは、

南側と北側で道路の水はけ状況が異なること。甲子園の方はバイクや自転車での移動は危



険が伴う、とスタッフと相談し対策をとってもらいました。いずれの拠点でもほぼキャンセ

ルなく対応、逆に利用者さんが「あら、今日はお休みかと思った」と反応があったそうです。 

電車不通になる中、私も三宮方面のスタッフ 2 名を送り届けるべく 18 時過ぎに退社。

しかし、三宮周辺到着は 22 時過ぎ、さらに自宅到着は深夜 1 時過ぎ・・。車中ではプラ

イベートのことを話題にしたり、災害対応に関して入職 2 年未満のスタッフへの周知が課

題と考えていることを話しました。 

普通の生活ができるって、当たり前じゃないんですねえ。改めて。 

 

2018 年 7 月 4 日（水） 

認知症対応力向上研修の企画 

推進員さんとオレンジサポート合同でやりましょう、と相談している研修。 

今日は、西宮市の人も入って具体化しました。ここでもそれぞれの考え、伝えたい意図、受

取手の考え、伝わっている内容の確認をしながら、進めていく事の必要性を痛感しています。 

 

2018 年 7 月 3 日（火） 

傾聴スキルを活かす 

傾聴スキルの講座を受けていることは、前にこちらでお伝えしました。それでも、確認不足

や思い込みから起こっているであろう課題に一つずつ向き合い、解決に向け取り組めるよ

う、課長補佐と話し合いながら具体策を練っています。2 人の間でも同じようなことが起こ

ります。常に傾聴は課題ですね。 

 

2018 年 7 月 2 日（月） 

西宮市訪問看護センターが機能強化型訪問看護ステーションⅠとして再スタート 

今日から2 サテライトを要する機能強化型訪問看護ステーションとして再スタートします。 

大規模化によるメリットを最大限生かし、利用者さんにタイムリーで安心な訪問看護が提

供できるよう、スタッフ一同、頑張っていきます。 

 

2018 年 6 月 29 日（金） 

新卒訪問看護師の実習開始ご挨拶＆プライベートで旧知の友人と食事に 

7 月より 3 人目の新卒訪問看護師が病棟実習にうかがうため、打ち合わせとご挨拶に。 

病院の体制変更で教育担当次長さんも初対面。過去の新卒訪問看護師が病院スタッフと懇

意にさせてもらっていたり、指導者の方に気にかけていただいたり、病院実習での学びを訪

問看護実践に大いに活かせていると言う当事者たちの話を伝えたら、とても喜んでもらえ

ました。 

夜には本当に久しぶりに会えた友人と美味しい食事とワインを楽しみました。友人、と言っ

ても仕事で意気投合して仲良くなった同い年の看護職。本当にステキな人で、部下は安心だ

ろうな～といつも思います。じつは、病院での退院支援カンファレンス参加や看看連携研修

は、この人と一緒に取り組んできたものが、継続した取り組みになったもの。近況やこれか

らの展望、たくさん話しました。彼女は異動でこれまでにない経験をしているようですが、

次の重要な役割を担うためだろうなと勝手に想像し、応援しています。 



 

2018 年 6 月 18 日（月）地震時の対応まとめ 

当日書けなかったので、改めてまとめてみました。 

7：59  通勤中、地下にいて揺れを感じ、緊急警報が鳴り響く。すぐに当課の管理職グルー

プ line で状況確認しようとするが文字入力できない。スタンプ送信。10 分程度で文字入力

可能に。電車は運転再開の様子がなく、すぐに近くの大学病院まで向かってタクシーに乗り、

自宅に戻って車で出勤。さすがに混んでいて 10 時ごろ到着。車中でも管理者たちと line で

連絡取り合う。大きな被害はなく安否情報も地震直後より、スタッフから続々送られている、

と報告あり。子供さんの休校があるスタッフは休み、呼吸器装着者の安否確認、訪問は出勤

したスタッフで調整、など、サクサクと必要なことに取り組んでくれていました。 

高槻出身のスタッフに声掛けをしたり、看護協会の職能委員会のライングループで情報共

有したり。個人情報ではない情報交換にラインでのやり取りはタイムリーで良かったです。 

あとで所長たちと振り返ったこと 

 ̧ 平成 24 年度の訪問看護ステーションネットワーク西宮で取り組んだ、災害対応マニ

ュアル作成にかかる一連の研修を継続していたので、大きな助けになった。 

 ̧ 訪問看護ステーションネットワーク西宮の管理者会議では、災害対応の取り組みを継

続しているステーションは当課のステーションのみだった。 

 ̧ この研修に参加できていない、入職 2 年未満のスタッフに災害対策の教育が必要。 

今回の地震では阪神淡路大震災のような大きな被害はなかったものの、被災経験者は思わ

ず体が固まってしまう、フラッシュバックでパニックになる、などの反応も少なからずあっ

たそうです。わたしたちにできることは、非常時にもなるだけ早期に通常業務を取り戻すこ

と。そのために必要な備えを、引き続き、さらに、日常的な取り組みに落とし込んでおかな

いと、と改めて感じました。 

201 8 年 6 月 28 日（木） 

兵庫民間病院協会 看護部長会で話をしました 

午前中は事務員さんと面談のため移動。 

午後からフレンテで標記の研修会に登壇させていただきました。 

阪神西ブロックの民間病院の看護部長様ばかりの研修会で、テーマは 

「訪問看護師から見た在宅支援の現状について」。 

ここでも、職能集会同様、看看連携にもっと目を向けて看護課題の解決を、というところに

絞った話を。 

退院直後の 2 週間、特別指示書による訪問看護が普通になるために、トップマネジャーの

皆さまがぜひ、訪問看護ステーションに実習に来てください！とお伝えしました。 

実現すると、絶対地域が変わるはず。 

「誰もが住み慣れた場所で最期まで過ごせる」そんな地域にです。 

 

2018 年 6 月 27 日（水） 

なんだか疲労が 

先週からバタバタとして疲れているなあという自覚があります。 

でも 7 月 1 日を無事に迎えられる様、頑張らねば。 



というわけで、今日は午前が認知症初期集中支援チーム員会議。ここで懐かしい人にあいま

した。昔うちで訪問看護師をしていた人が、よそで包括職員になっていて、再開をひとしき

り喜び合いました。午後からは再々のステーション大規模化にかかる確認。 

そろそろ、頭が回らなくなってきた・・・ 

 

2018 年 6 月 26 日（火） 

訪問看護ステーションの災害対応マニュアル編集会議 

新幹線では木曜日に登壇させていただく際の資料作成と、今日の会議で使う資料や提案す

る内容のチェックをしていたらすぐでした。予定時間を 30 分オーバーし、充実した会議に

なりました。タイミングがいいのか悪いのか、18 日の地震の時にどのように対応したか、

という話題提供もできました。うちは、前回のマニュアル作成にも関わらせてもらった、阪

神淡路大震災の被災ステーションです。20 年以上になってしまいましたが、そのあとから

の取り組みを、まだ取組んでいないステーションが知って活用したいと思えるよう、編集・

執筆に当たります。 

 

2018 年 6 月 25 日（月） 

7 月 1 日に向けた最終確認中 

以前よりここでもお伝えしていますが、7 月 1 日より機能強化型訪問看護ステーションⅠ

として、サテライト事業所 2 か所を併設し再出発します。その最終確認にこのところ、ず

ーーーーーーーーーーーーーーーーっと、とりかかっています。頭の整理が追い付きません。 

 

2018 年 6 月 22 日（金） 

オレンジサポートの WEB 会議 

認知症初期集中支援の新規依頼が増えてきたので、朝のカンファレンスをするということ

で、場所の離れた私も毎朝参加できるように、とお試ししていた WEB 会議。良し悪しがあ

り、結局、朝の会議をやっていないということで、導入は見合わせました。移動コストと会

議の効果を天秤にかける、って経験をしましたᾔ 

 

2018 年 6 月 21 日（木） 

兵庫県看護協会職能集会Ⅰ・Ⅱ 

病院から地域に期待すること、地域から病院に期待すること～訪問看護の立場から～ 

として、登壇の機会をいただきました。発言時間は 15 分。看看連携に絞って絞って・・話

しました。伝わっているといいなあ。 

シンポジスト 4 名（県監理部長、看護部長、包括看護師と私）で昼食をとらせていただき、

振り返りもできました。 

 

2018 年 6 月 20 日（水） 

全国訪問看護事業協会理事会、総会、暴力研修会、都道府県 ST 協議会交流会、そして兵庫

県看護協会職能Ⅱの懇親会 

やたら長いタイトルは、本当に長い一日だったから。でも充実していました。 



往復の新幹線（昨日今日）では明日の職能集会で登壇するための資料の変更を、しぶとく

（？）やって、あっという間に 3 時間弱過ごしました。 

職能Ⅱの懇親会では、卒業の方を送り出しました。せっかくお近づきになった施設のトップ

マネジャーの皆様。きっとこれからも何かあれば、連絡させていただきます。寂しい～ 

 

2018 年 6 月 19 日（火） 

ケアマネジャー更新研修 

今日は座学。在宅医療をされている医師が講師になっている単元での話。 

「ケアマネジャーはこんなことをすべて覚えようとするのではなく、きちんと在宅医と訪

問看護師に分からないことを聞きなさい」と繰り返し言われていました。 

そう！うちでもケアマネの良き相談者になろう、と言い続けています。そうなってるかな？ 

 

2018 年 6 月 18 日（月） 

怒涛の 1 週間のはじまり 

今週、ここに来るのは 2 日だけ。ケアマネ更新研修、出張、職能集会での登壇が重なって

いて、悲しい・・ 

 

2018 年 6 月 15 日（金） 

群馬からの来客 

高崎保健医療大学講師で診療情報管理士指導者の O 先生が災害時の話を聞きにお越しくだ

さいました。初対面でしたが「ほぼ同級生」だからか話が弾み、災害だけでなく請求業務の

あり方に関する意見でも意気投合。1 時間の予定が 2 時間半にも。楽しく貴重な時間でし

た。 

 

2018 年 6 月 14 日（木） 

障害者相談支援センターの相談支援専門員さんと 

事業団の訪問看護に医療的ケアのある小児患者さんをつなげてくださったご縁で、かれこ

れ 20 年くらいのお付き合いのある M さん。利用者さんのカンファレンスで来てくださり、

私にも会いに来てくださいました。西宮の障害児対応と言えばこの人。ものすごく久しぶり

に元気な顔が見られて、嬉しかったです。 

 

2018 年 6 月 13 日（水） 

傾聴スキル講座 

午前中は訪問看護課の正規職員が定例的に受けている傾聴スキル講座。 

これを始めてから、徐々にですが、職員は相手が何を求めているのか、コアになるところに

気付くように。また、各々が自分のコミュニケーションの傾向を客観的に振り返るようにな

っています。私自身、毎回多くの気づきや学びがあります。今日もそうでした。 

 

2018 年 6 月 11 日（月） 

認知症支援推進室としての仕事一色の一日 



午前中は西宮市の認知症関連会議。課題を共有し、対策が出てきました。 

午後からは認知症初期集中支援チーム員会議。司会の役割なのですが、ちょっとずつコツが

わかってきました。 

認知症支援、ほんとうに大切で、課題も多くて、訪問看護同様にやりがいを感じています。 

 

2018 年 6 月９日（土） 

訪問看護師が受ける暴力対策検討会 

今日は有志で続けている会合。かれこれ 4 年ほどになります。 

暴力チェックリストの検討と、事例検討をしました。 

医師、訪問看護師、臨床心理士、弁護士、薬剤師、介護福祉士、大学教員が集合し、多様な

意見交換をしています。集中したので終了後はボーっとしました（笑） 

 

2018 年 6 月７日（木） 

ケアマネジャー更新研修 

昨日、今日の 2 日間、グループワークでびっちり演習でした。 

6 人のうち 3 人が看護職で病院の看護部長さんまでおられました。 

素敵と思ったのは、「退院する人だれにでも訪問看護は必要」と述べてくださったこと。 

トップマネジャーがそうした意識を持ってくだされば、地域は変わると思います。 

 

2018 年 6 月 5 日（火） 

健康診断 

毎年の職場健診。いつもだいたい A 判定の健康優良児です。 

ただ、去年、加齢のためか中性脂肪が急激に上がっていたので、何が原因だったのかと、気

がかりでした。今年はどうかなあ。採血が痛くて嫌でしたが仕方ない。 

うちの新卒さんの練習台になってもいいのですが、それもちょっと怖い気も（笑）。 

 

2018 年 5 月 31 日（木） 

久しぶりの現場♪ 

訪問に出たいけど管理職なのでなかなかその機会を作れません。 

今日はオレサポの対象者のお宅に訪問しました。雨降りなのでカッパを着て電動自転車で。 

スタッフが「ええっ！？」と意外そうにしていました。私はほんとは現場が大好き。管理職

の仕事も訪問看護のいろんな役割の仕事もうっちゃって、いろんな人のお宅に訪問に行っ

ていたい。今日、利用者さんと話できて、楽しかったなあ。管理職の仕事は増えることがあ

っても、減ることは全然なし。看護管理も面白いです。 

 

2018 年 5 月 30 日（水） 

訪問看護 WEB 会議 

うちの U 補佐が一昨年から WEB 会議 WEG 会議、と言っていました（笑）。そしたら、デ

イサービスで使っている物を貸していただけることに。 

デイサービス担当の事務方さんに、ずいぶんと助けてもらっての初トライでしたが、「あれ。



もうこんな事までやってる。すごい。」と、所長たちのスピード感とチャレンジ精神を褒め

（？）てもらいました。 

あまりいいイメージは持っていなかったのですが、移動せずに顔を合わせて話をする目的

は、8 割がた、かなうかなあ、という感じ。文明の利器ですねえ。でも高いなあ（笑）。 

 

2018 年 5 月 29 日（火） 

今日思ったこと 

看取った父は、レビー小体型認知症だったので、認知症がある方を支えるご家族の苦労は本

当に、他人事とは思えない私です（過去ブログに詳細あり）。今日ご相談にみえた方も、す

ぐにでも支援が必要と感じました。が、悲しいかな、訪問看護は指示書がいるし、指示書な

しでできることからだけでも、と言っても限られます。 

色々な相談窓口があちこちにありますが、どの窓口に相談するにしても、タイムリーな支援

をいかに行えるかが鍵です。タイムリーにできなければ、10 の価値が 1 とか 2 になるこ

とも、珍しくありません。なんだかなあ、です。訪問看護経験者が対応する一本化された窓

口が標準になればなあ。 

 

2018 年 5 月 28 日（月） 

オレンジサポート（認知症初期集中支援チーム）チーム員会議の日 

新しいご依頼が増えています。チーム員会議では新しく関わり始めた方について、担当の地

域包括の方にも来てもらって、認知症サポート医の先生と今後について検討し、役割を決め

ていきます。初期集中支援は 6 か月が目安で、適切な医療と支援につなぐことが大切な役

割なので、この会議はとても重要。進行を担当していて心を砕くのは、包括（又はケアマネ）

が思いを出せて経血の方向性が見いだせたか、疑問を多く残していないか、ということ。 

限られた時間の中ですべてが叶うことは難しい。でもそこを可能にできるよう、努力中です。 

 

2018 年 5 月 24 日（木） 

委員長さん実習最終日、そして県訪問看護ステーション連絡協議会理事会 

午前中は委員長さんとゆっくり色々な話をさせていただきました。 

多様な視点からのご質問にお答えすることで、改めての学びがありました。そして、「医療

機関の部長さんたちにぜひ訪問看護を見に来ていただきたい」と、お伝えできました。これ

は、看護部長さんにお会いする機会があるたび、お伝えしてきた事です。委員長さんが実習

に来てくださったことで、私の念願がまた一つ、叶いました。 

お昼からは表題の会議に参加。今後の課題を深く考える機会となりました。 

 

2018 年 5 月 22 日（火） 

職能Ⅰの委員長さんが訪問看護実習に 

来てくださっています。看護も看護管理もご経験豊富な方なので、私が指南を受けたいのが

本音のところですが、訪問看護の魅力とか課題を知っていただけたらいいなと思います。 

それと、昨日、インターンシップに来てくれた際に、小一時間ほど話した看護師さんからサ

ンキューメールが。「この度のインターンシップを通し、看護師として勤務した上で訪問看



護をみることができ、訪問看護に対する興味がより一層深まりました。私もステーションの

皆さまのように、その人らしさを地域で支援できる看護に携わって参りたいと考えます。」

って書いてくださっていました。うれしいです～ 

 

2018 年 5 月 21 日（月） 

兵庫県訪問看護師・訪問介護員が受ける暴力対策検討会議 

今年度第 1 回の会議でした。昨年度の青果物「暴力対策マニュアル」「ポスター」「リーフ

レット」の完成版が配布され、県の担当課長より「この 1 年間であらたな成果を」とご挨

拶が。メンバーも去年と一緒だったからか、活発に議論がすすみました。電話相談も少しず

つ増えているそう。大切な役割です。今年も頑張ります。 

 

2018 年 5 月 1 8 日（金） 

兵庫県看護協会職能Ⅱ委員会＆事務職員さん送別会 

6 月の総会に向けた、職能Ⅰ・Ⅱの合同打ち合わせ。こんなふうに、総会や研修会などの準

備を、忙しい人たちがしてくださっていたことを、この委員会に出てから初めて知りました。

医療機関では当たり前でも、訪問看護ステーションではそうでないこと、たくさんあります。 

夜は 4 月に異動した訪問看護担当事務職員の送別会。O 所長お気にの場所で、おいしいお

食事をいただき、ゆっくりしました～ 

 

2018 年 5 月 16 日（水） 

毎年恒例の写真撮影 

全体研修会で毎年恒例の集合写真を撮りました。 

全員集合してにぎやかでした。 

 



2018 年 5 月 15 日（火） 

認知症関連会議 

今朝は、西宮市の認知症に関連した取り組みに関する、関係者が集まる会議でした。 

今日のテーマは認知症初期集中支援チームにがっつり関連した「早期発見・早期対応」につ

いての協議でした。これから具体に進めるべきことの相談・競技もでき、有意義でした。 

 

2018 年 5 月 1 4 日（月） 

インターンシップの申し込み 

ホームページを見てインターンシップを受けてみたいと連絡がありました。 

病院で勤務していて将来は訪問看護をしたい、と思っていたそうです。 

日本看護協会が推進している出向制度も条件が合えば、使ってみたいなあと思います。 

うちは医療法人でない分、人材確保の工夫はすごーく必要なので・・。 

 

2018 年 5 月 11 日（金） 

新人訪問看護師基礎研修 

全国訪問看護事業協会主催の標記研修。グループワークのファシリにいってきました。参

加者は何と 160 名。医療機関内の異動で訪問看護師になった人も多く、病床機能再編の波

がここにも。新卒者の参加も複数あり、新卒育成の広がりも感じました。嬉しかったのは、

病院から訪問看護に移動した人たちが「生活が見えていなかったことに気付いた」と口々に

言われていたこと。ぜひそれを病院の仲間と共有し、退院支援に生かしてほしいですね。フ

ァシリした 4 つのグループすべて、手上げして成果発表されました。 

さすが大阪と講師 談（笑）。 

 

2018 年 5 月 10 日（木） 

連携ツールの試用開始といちごのおくりもの 

ICT を活用した情報連携ツールの説明をしに来ていただきました。 

たのしい！べんり！所長たちは（私もですが 笑）ノリノリでツールを試していました。 

使い方のイメージはできています。みんなが混乱せず活用できたら、助かりそう！楽しみで

す。会議を終えて席に戻ると、みんなの席に真っ赤な大きいイチゴがたくさん！ 2 年目新

卒 N さんのおばあさまの趣味の畑から、「みんなに」と大量におかあさまが運んでくださっ

たそう。朝摘みの新鮮なイチゴはツヤツヤでキラキラしていました。お二人で時間をかけて

摘んでくださったのかと思うと、ほんとうに感激です～。 

 

2018 年 5 月９日（水） 

ケアマネジャー更新研修 

 4 日目になります。今回は実務研修と一緒の会場でおそらく 1000 人はいたのではない

でしょうか。看取りのケアプラン作成に関する講義でした。訪問看護をしていた地域包括支

援センターの看護師、ということで、実例を豊富に紹介されつつ、ケアマネジャーにとって

重要なポイントを話されました。 

 



2018 年 5 月 7 日（月） 

今年入職の 3 人目の新卒看護師ブログ 

連休に入る前に 3 人目の新人さんのブログをアップしてくれました。 

タイトルが「3 代目新卒訪問看護師」。私の世代では 3 代目といえば○○ぐみ、ですが（笑）

20 ～30 代は「ジェイソウルブラザーズ」だそうです。ジェネレーションギャップ!?  

 

2018 年 5 月 2 日（水） 

ここでの看護実践を外からの目で見てもらうこと 

29 年度は 9 名がインターンシップを経験しに来てくれました。 

30 年度は 4 月に 1 名、そして昨日問い合わせのあった方で 2 人目です。 

当センターにはこのインターンシップや看護大学・看護学校の実習生さんをはじめ、医学生、

認定課程で学ぶ看護師、大学教員、看護協会の関係者の方々など、ほんとうに色々な方々が

実習に来てくださいます。「看護実践を外からの目で見てもらうことが、独りよがりの訪問

看護でなく、利用者さんに寄り添う訪問看護につながっていく」という設立時からの考え方

を。これからも引き継いでいきたいと思います。 

 

2018 年 5 月 1 日（火） 

メンターの役割として 

新卒者や入職 3 年未満のスタッフへの OJT 。管理者やチーフ、現場のスタッフのみんなが

担ってくれます。私は援助、助言、相談を受けるというメンターとしての役割を担っていま

す。これがとても新鮮！楽しい！私自身がどう伝え、どう投げかけたら効果的な支援になる

のか、反応を記録や実践を通して確認しながらやっています。 

どんどん相談に来て、考えて、自分自身の引出しを増やしていってほしいなと思います。 

 

2018 年 4 月 27 日（金） 

インクルーシブ教育実現に向けて… 

重症心身障害児施設のコーディネイターさんが来てくださいました。 

長年お付き合いはあり、相談ごとなどのやりとりもしてはいますが、ちゃんとした形で意見

交換をするのは初めて。県が医療的ケアの支援関係者連絡会議を立ち上げたことや児童デ

イの動きなども教えてくださいました。知らないこともまだまだたくさんあって、学校への

支援開始をきっかけに、コンフリクトの解消も視野に入れ、やるべきことを見極めてしっか

りやっていきたいと思います。 

 

2018 年 4 月 26 日（木） 

認知症支援推進員さんとの会議 

去年から認知症初期集中支援チームの委託を受けての業務を行っています。その中で、これ

まで市内で認知症支援を推進してこられた推進員さんとの会議を始めました。 

今年度の取り組みとして、支援者支援を考えています。今日はその具体の打ち合わせ。 

それぞれの立場で大切にしている想いを重ねて、良いものにできるといいなと思います。 

 



2018 年４月 25 日（水） 

新しい事務員さん 

今日は 5 月から一緒に働いていただく事務員さんのことなど、ほぼ一日中人のことで走り

回っていました。新しい仲間との出会いは楽しみでもあります。訪問看護の事務さんは、利

用者さんやケアマネ、主治医、病院等々との電話対応や請求業務のための種々の書類作成や

確認作業、送付作業等々、ほんとうに多岐に渡り大変ですが、とてもやりがいのある仕事だ

と思います。しかも！訪問看護制度のことがよくわかり、身内の介護にきっと活かせます。 

 

2018 年 4 月 24 日（火） 

訪問看護ステーションの災害対応マニュアル 編集委員会 

この本は第 2 版。第１版は阪神淡路大震災の翌年

発行（絶版）。この２版を再編集して発刊すること

になり、今日はその初回打合せでした。 

阪神淡路大震災のあと、全国あちこちで大きな災害

が続いたことから、今回の編集委員兼執筆担当は東

北から九州まで、過酷な経験を乗り越えられた管理

者さんたちが集合。それぞれの熱い思いがたくさん

あり、意見交換では時間が足りないほど。というわ

けで次回はちょー！時間の会議とあいなりそうで

す。準備だあ・・やること山積（笑） 

 

 

2018 年 4 月 23 日（月） 

新たな教育体系の可視化 

29 年度には新たに 7 人の訪問看護師が仲間になりました。4 月には 3 人目となる新卒ナ

ースも入職しました。これまで実践してきた教育体系を見直し、看護実践力とアセスメント

力向上、そして理念の理解や倫理課題への対応強化が図れるような教育体系に見直しまし

た。それを可視化しようと奮闘しています（汗）。 

 

2018 年 4 月 20 日（金） 

今日もバタバタ 

午前中は、医療的なケアのある子供さんの通学支援に協力し始めている関係で、教育委員会

の方と今年何回お会いしたかしらというくらい、何度目かの面会。通学が軌道に乗っている

ことをとても喜ばれている様子が見てとれ、やっぱりもとは先生なんだなあと…。 

毎月 2 回程度のチーム員会議。司会をしていますが新規事例が多く、関係者に参加してい

ただき事例検討を深めると、時間が足りなくなってきました。考えねば。 

 

2018 年 4 月 18 日（水） 

今年度最初の全体研修 

例年、年度の 1 回目の全体研修では、統括所長の立場からの話をさせてもらいます。主に



は、当訪問看護ステーションの理念とその実現のためにスタッフに臨むことを、社会背景や

制度、実績データを交え伝えます。今年は同時改定もあり、組織の新たな編成にも取り組み

…と忙しく、準備がギリギリ間に合ったというところ。それでも、スタッフの感想を見ると、

伝わったかなと嬉しく思います。 

参加できないスタッフのためにとビデオ撮影してくれるなと思いきや、「課長のところ、撮

れてなかった！」とスタッフから連絡。いいのよ～。ちゃーんと復命してねと伝えときまし

た（笑）。スライドは、年齢別スタッフ数。平均年齢が一昨年より 9 歳近く若くなったこと、

70 代でも働き続けられる職場を目指していることを最後に伝えたときに、わーって盛り上

がりました。厳しい話もさせてもらった中、最後は笑顔で終えられ良かったです(^ ^) 

 
2018 年 4 月 17 日（火） 

今年度最初の所長会 

制度改定や組織変更の対応で多忙な中の所長会。これからのことについて確認、話し合いま

した。それよりインパクトがあったのは実習のご挨拶に来られたある大学の先生。前任の先

生と交代され初対面でしたが、「大阪人の特徴で・・」とおっしゃるごとく、そのパワフル

なしゃべりがまるで芸人さんのようで、頭の回転の速さがそのまま表れているような…。 

実習に同伴くださった時にまた、お会いできるのが楽しみです！ 

 

2018 年 4 月 16 日（月） 

訪問看護課の平均年齢 

年度最初の全体研修では、いつも訪問看護課の目指す方向について話しています。 

資料作成で表題の件、計算しましたら 41 歳！数年前に出した時よりめちゃくちゃ若返っ

ています。多様な年代が働く・長く働き続けられる・70 代も働ける・そんな職場に！ 

といつも思ってます。 

 

2018 年 4 月 13 日（金） 

あたらしい「いずみ園」 

当法人の障害者自立支援施設が、新築移転するに当たり内覧会にうかがってまいりました。 

当法人 HP いずみ園のページより   

人には、だれでも明日の数だけ"可能性"がある―― 



いずみ園は、知的障害のある人たちが地域社会の中で、それぞれが思う生活を送るために必

要な支援を行っている施設です。 

 これが実践して行きやすそうな素敵な施設でした。きれいでいいな～。 

 

 

 

2018 年 4 月 12 日（木） 

認知症初期集中支援チーム（オレンジサポート）新年度初めての打ち合わせ 

新しいメンバーが入って初めての打ち合わせ会議。今年度の役割分担や目標の確認をしま

した。私はチーム全体の調整や行政等との折衝、事例へのスーパーバイズなどが役割。 

社会福祉士と看護師が動く支援・実践は、当然ながら看護実践要素も多く含まれています。

観察とアセスメントとコミュニケーションがとても重要となるこの事業。 

チームで動くことや、看護実践のあるところには看護管理が必須と捉え、取り組み中です。 

 

2018 年 4 月 11 日（水） 

訪問看護のレク 

事務局長に訪問看護についてのレクをさせていただきました。 

社会保障と税の一体改革やプログラム法の説明もしなきゃと思い、資料を準備したらすご

い量に（笑）。使うところは少ないんだけど・・・。 

近しい方が訪問看護の利用経験がおありとのこと。 

喜んでもらえていい仕事だね～とおっしゃってましたが、ほんとそうです！ 

 

2018 年 4 月 9 日（月） 

訪問看護ステーションの災害対応マニュアル 第 2 版 

「訪問看護のステーションの災害対策」（日本看護協会出版会：2009 年発行）の第 2 版改

訂版の編集が始まるそうで、再び編集委員のご依頼をいただきました。 

全国訪問看護事業協会・高砂様よりご連絡をいただきました。 

編集会議がさっそく 4 月 24 日にあります。平成 24 年度に市の危機管理局と訪問看護の

ネットワークで災害対応マニュアル作成等、一連の災害対策の取り組みで知ったことや気

付いたこと、役に立てたらいいなあと思います。 

 

2018 年 4 月６日（金） 

ケアマネジャー更新研修 3 日目 

午後からの講師は知り合いでしたが、講義している姿は初めて見ました。 

介護保険に関わる支援者に「利用者は支援を受けるために存在しているのではない」という

ことを投げかけ、考えさせる講義。マクロとミクロの視点をうまく汲み合わせ、気づかせる

しかけに。みんな引き込まれていました。すごいな～。 

彼のポリシーは「要介護状態になっても、『人生そんなに悪くない』と思ってもらえるよう

な支援」。 

あとで声かけると、彼の隣にいた人が「カリスマ講師ですからね」。どうりで！ 



 

2018 年 4 月５日（金） 

ケアマネジャー更新研修 2 日目 

今日はグループディスカッションが多く、充実していました。 

「本人と家族の思いがすれちがっています。どうケアマネジメントしますか？」など、現場

あるあるを話し合います。権利擁護、代弁、アドバンスケアプランニング。 

いずれもずーーーーーーーーーーーーーっと訪問看護課で大切にしていること。 

「最期まで住み慣れた場所で過ごせる地域づくり」理念を叶えるには、その人自身の思いが

どうなのかを抜かしてはならないと思っています。が、本人と周囲の理解や思いがピタリと

重なり合うことは少ない。だからこそ、ベストに近いベターを選択してもらえるように・・・。 

 

2018 年 4 月４日（金） 

ケアマネジャー更新研修 1 日目 

今日から 3 日間の更新研修に参加させてもらっています。全部で 10 日間も！ 

ケアマネ業務をしていない人ばかりの研修でしたが、会場いっぱい 500 人くらいが参加さ

れていました。 

倫理、アドボカシーは訪問看護においてもとくに心を砕く点。ケアマネジメントはますます

医療との連携が重要視されていますので、訪問看護師はケアマネへの支援をこれまで以上

に行う必要があります。 

しかし、訪問看護の役割って多職種にあまり理解されていないなあ・・（悲） 

 

2018 年 4 月 3 日（金） 

新卒さんへのオリエンテーション 

今日は半日、私からオリエンテーション。3 月入職のナースにも入ってもらいました。 

一日一日をていねいに、一つ一つの経験を自分のものにしていく努力を期待していること

を明確に伝えました。1 年ずつ 3 年間努力すると、どこでも訪問看護できるはずです。 

自分の役割やできること、努力が必要なこと等を考えてもらいながら、私が大切にしていた

こと、大切にしてほしいことも伝えることができました。 

レポートにどんなことを書いてきてくれるのか楽しみ～。 

 

2018 年 4 月 2 日（月） 

新年度です。 

平成 30 年度が始まりました。 

訪問看護課では新卒看護師 1 名が入職。 

新たな体制として、重症化予防がますます大切になることを踏まえ、甲子園拠点をリハビリ

テーションと予防を重点化して展開することとしました。これに伴い、機能強化型の西宮拠

点は、退院直後の状態安定化の支援が必要な方や、中重度の方、がん、非がんの方、医療的

ケアの必要な子供さんのケアを中心に行います。 

新たなステージのスタートです。 


